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緒
――――ロ

ー水城D魚り3豆）生1窄を積極的に増hl'サしめるには該IK域の仲状を加悉

すると共に魚族T)1？性就中夫れ等の天然餌料を明確にして魚族の餌料上

に於ける柑且闘係を究明する必要がある。

琵紐i胡は共の面積滋毀縣の六分ノ ーを占め湖内に於ける各種の漁業ぱ

縣内廂業中最も直災な地位を打するが故に之が利用開褒に酎しては夙に

鋭意研究せられ、明治四十 一年以来縣足とじて三頂要魚族、即ちマス、

コヒ、ウナギの種伍D放流が行はれて其の効果の頻吝なるものがある。

然し乍ら今後更に一廿の生在iが進を期する区には其の基礎たるべき充分

なる抒料の入手が不可鋏である。

本湖産魚族D天然餌料に脳しては既往より調杏．研究せられ、函に賞場

に於て痰表せる「註伍湖府魚貝俎」 「大正十三年度9Jf業報告」等に記載

せられたも0があるが然し姑等は迅憾ながら何れも部分的である。因つ

て之が調在研究D徹底を企凶し、先づ湖在、魚族中産業的f只（直の大なるも

のヤ六種煩を選定して季節81Jの主餌料を決定し進んで餌料上の相互闘係

を求め以て淵生産Jfl進Difに供せんとしたのである。

本調査は朋並技手主として之r·iliり社］々拍長[li口反治郎氏拉に訓揖長

宵木二雄氏の二代にriり施行せるもr/)にしてか］在に脳して有盆なる御骸

示を賜りたる設林省JK在晶習'9i激投中井信隆氏、東京必等師範烈校激投

岡H1禰一郎闊士、は直なる文献Dil祁tt許されたる京都帝國人弗助激投

宮地偲三郎博士の祁氏に酎L．深甚なる甜店を表する次第である。

昭和十六年三月

滋双縣水産試験揚

(I) 



調 査 魚 種
犬然餌料に闘して凋査研究を行つた魚故は第一表に見らるるi•六種類

である。
第一表 調布魚族の樋類

湖中に於ける魚族D餌料Lのfll閥を知るのが目的であるが1，席に試料と

しての魚族は純て湖で漁碇したものをI1jひた。

第 一 表

科名I +II名1

調布魚族の柿類- -
[}1 

Bagridae 

名

Salmon1dae 
'-' .. -

コアュ！Plec,,glussus altiveliij T.et. 

iマービニス| 0llC()r-h:nchu3竺odurus 1ヽrdこn :-t\I(Gregor 
スサクラマス|Oncorhynchu8 ma卜u \J3revL1ort) 

Cyprinidae | -. 9 
-

Iコヒ· Cypri心C町rpio L. 

|丁下戸ふご8siu8 C`I.r二孟;;·(L)

IマルプナI Car:189IU8 Car tssih8 (L.) 

IウグI:: |. ;1
、eb｀ヽrod,,n hヽk(llll‘D318 (Giiuth(·r) 

I I::ガI::/ �re叫1eilich thys v u·icg、�tug cr.e t.) 
. -—―- | ^

—へz.,cじ0pl.uypl18 ('r. et.) 
•一

―-:

rこ'.
;

lll::'Ille1ここ只：a;e） --

--」人ゴモロコ！（如＂竺og)11ーし漏ae
--- 1 

ワクカIschikauia steenacheri tSauv3ge) 
，� 

Gobiidae 

1イサザj l'h:1en<. gobius is:,z,'l'anaka 
--,-- - - -- - --

ギギI Pelteobagrhb nudicl•1-'s （ふuv、,ge)

-
| 

(2) 



siluridae' |_ 
ナマス•l'arasilurus a叫us (L.) 

-
' 

I 
Anguillid·9C 

- 1 .  I ウナギAnguilla japonic,1 (1'. et.) I - -- - -• - -- -

鮒D渦j窄I.)ものには"i鮒（まふな、源li.郎鮒））L鮒（似五郎鮒）ガンゾ

らと大的三柚D名＃りが阻せられて屈るが視任是等は全部一括され一柚俎

の梨名で表はされてJ凸る産叫D多人なのは千的と丸的とで此の間には個

形上希干捏炭の差異を認め得るか刊に狐81Jする程のものではないと杉ヘ

調在の切胡には綿てを一袖として取扱つたの·(!'ある。然し渦在が進み採

坦魚の幾分を解剖して消化竹内容物い検した所雨者の間に消化符長並び

に餌t斗種類等に於て相岱の差異0J{f在する1［が窺はれたので途中から雨

各を麒�IJして取扱った。即ち採駈もBll1趾とし、更らに解剖して消化密長

が全長の三倍以上のものを牛鮒、以卜を丸鮒とした。

火に参考迄に各魚種の湖に於ける主産地、i無期漁具、生産必とク認す

れば身に表の如くCある。

弟ー表 湖ft、'·,（｛族拙1系4t ]'..J.'! 
-- -- -

生庄j\.ai
魚名主iIi：地祗！til

l H.I 
if.(\ 具l可遺――

直

コア＿＿ば累字竺＿；：；0：l:下
1
し1:::\IJJ,::

マ ス叫送）r、，「娼、抜JA」 4: |菜網状
山、野洲郡 」ごn 10-ll Ilヽ糸籾＿＇ 5灯 3·7 

コ ヒ，栄太、野洲、ii碑．J lヽ 迅小糸潤'--i_
Iii匹、大上1lf; 4一b JU!.!.ll副{l綱 15.0; 7,0 
訊認、匹： 3 -6 臥I」ヽ五 一可一＿

フ ナ井、硲品郡 4ー7 l地叫記•ソドリ 37.o II•91 
ウグヒ邸、東淡片 二国三—烹 糸 ；

一

：」
—

言
＇

_::1 _ ___ I ___
 1
 （註）通秤i./.)如く平鮒li骰，匂が大でi9船が小丸紐は骰硲が小で穀稲が大）

(3 } 



註 I． 漁朋欄のF段は最盛期

2． 生産高は昭和十一年縣統計による

3. 本肥の生産店は肥煩の全部

第 二 表 調在魚 族靱係刃I項

主産地に就ての理解を明らかにする岱に註述湖を各生態要囚に依り次

の如く分類して居る。即ち話む湖は内湖入江をも含んだものを通常....:.様

の呼梱方法に従つて分けて居る第一の方法によれば湖は次の三部分に分

けられる。即ち

ー、i胡南地方（成は湖南部）滋賀郡真野川と到岸野洲郡野洲川南流とを

見通したる以I‘{-i、南郷洗J山に至る水面一幣、水深五米内外にし-c底質は

概して腐殖上、ー 哨紅淡／jヽ仙物ふ＆し温／k性魚族の棲息儡域。

二、湖東地方（或は湖東部）野洲川南流以東、封洲、栗人、1ifi生ヽ釉崎

愛知、犬上、坂田、東浅井の各郡沿岸を経て余失川尻に至る沿湖水面 一

帝、水深二十米以浅の湖底一般に緩傾斜をなす部分にして漏畔内湖及び

(4) 
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入江等に多く底質は慨して砂質、夏季と雖も水柚澄re. Lて沈,j：柑物衷Il牛

し濫水性魚族の成1r罷域。

三、湖西地方（或は湖西部）虹野川以北の滋双郡北郎、商品、伊呑困郡

沿岸を経て余如FL尻に至る沿岸水面ー帝、水深極めて深く湖底は急傾斜

をな し湖水は常に協澄にして深社に冷水需を有し、沈水植物殆んどなく

冷水性魚類の成育罷域。

第二の方法によれば次の二分に分けられる。

湖南地方（或は湖南部）湖北地方（或は湖北部）

此の雨部の境界は高島、滋賀雨郡界の明帥綺と愛知川尻とを結ぶ線で

これより以南は湖而部、以北は湖北部である。

然し一般には第一の方法に従ふ掛合が多い。

第二表掲示の漁具中、他府縣のものと比し梢々特異と思はれるもの又

は呼稲の異なるものに就て大略の説明を試みれば左の通りである。

エリ（餌k)定四漁具の一糀で笠製のものを災臥、網製のものを網臥と

稲し前者を宍の目の大きさに従つて細目と荒目とに分ける、大きさ、構

造には種々あり、湖岸、川口、水路等に設四される、荒目笠臥及び網臥

では鯉、鮒、倒、わたか、船等大形魚を、細目笠臥では小鮎、紐、住、

般及び蝦等小形水族を捕獲する。

ャ＋定四漁具の一種であるが河川に設四されるもの故絃では説明を省

略する。

モンドリ簡嘔小形の定設漁具で主閣部は網製である、湖岸の渡生地

小川等に設凶して鯉鮒及びわたか等を捕獲する。

流し釣延繹である。符延縄に屈するものは節流L釣Dみで他は全部

註(I) fr岳11111. r縣紅賓部哀行の滋賀縣漁具の設明と派某手組J参照せられたし

(5) 



底延縄で漁獲物は鯉、鎧、わたか、ぎぎ、鯰、綬等である。

小糸網刺網である。・絹絲製で網丈一米半以上を長小糸網、以下を窟

に小糸網と稲して居る。長小糸網で鱒、馘を捕獲するものが浮刺網、平

鮒を捕獲するものが底剌網である。小糸網は綿べて底刺網で、鯉、丸鮒

鎧、餌、本使、すこ・肥、わたか等を捕獲する。網目は目的の魚種に應じ

て種々雑多である。

打網投網である。鯉、鮒、組、わたか、鮎等を捕砲する。

三 調査研究方法
堅湖産の魚族を開形!ilJ季節別に採集しホルマリン標本としたものに就て

開形測定後に解剖して消化管内容物を摘出し、該内容物の種類の布定と

計敷とを行ひ全賓瞼の終了後各魚種毎に季飾SIJ開形8Ilに取り纏めて各々

の主餌料を決定し、此の主餌料を甚礎として餌料上の相互闘係を知るこ

とLした。

I. 供試材料の採梨

採集回数採集時期 採稟回敷は季節別の年四回となし、各季節の

中央に位する、四、 七、＋、 ーの各月に採集した材料を使用し、これ以

外に稚魚の成長に伴ふ餌料の褒化を知る岱に夏季に限り更らに敷回の採

集を重ねた。各月の採集は一魚種の一開形群のものを全部同 一 日に行ふ

ことなく少くも三日間に分けて採果することしした。

採集魚の骰形、採集尾数 各季節に於ける各魚種の閤形は既往の

調査の結果から推定し得たので、是れに基いて一季節の採集魚の開形を

大小のこ：群とした。大形魚は少くも二年目以後の、而も裔品として最も

償（虹の大なるもの、小形魚は採集の年或は其の前年に孵化した即ち該魚

種の中では其の季飾に於て最小の恒形を有するものである。以上の外に

(6) 



温水性の魚種では口、冷水付の爵では春に稚魚と稲する開形群を設けた

これは小形魚中でJ)小形魚1罪を指すのである。採果尼数は一 採矩地に就

き一魚種ー開形）：郎：＝ （尾とした。府卵期には性8I]が 一 見して明瞭とな

るi,3持に雌雄各々二十乃至三·➔•尾を採媒 rることしした。

採 集地 炭＜｛砕温ね：朋せられる水面は名罰通りの耗翌袖jと之に

附屈する薮多の入江とか ら成り、縣内では通常前村を外湖、後者と内湖

と呼んで居る。itの両抒は陸水序！的付肱を異にすることが頗る大である

又ーロに外福jと梢しても湖南部は湖西、湖東の雨部と異なり、外湖より

は咄ろ内湖に近い性状を有して居る。従つて魚族の採底は:......季節符に、魚

稲llIl及び閤形g1］に、外湖ならばl/j)J南部と其の他の部に於て各 一箇所及湖

内一箇所の合計三箇所に就て行ふ事が望ましいのである。但し湖南部 マー
・

は内湖に棲息しない且印1)如き魚朕は別である。然し此の通りに採襄を寅

行するとなると採煤魚は交大な敷IC達し、至I]底舒毀と時日との黙から許

され得ないので可能の範園で左の如く行ふことLした。

一季節毎に各魚族を魚種Bl]及び開形Bl]に外湖沿岸の所要地黙で採策す

る。所嬰地球とな該魚随の該閲形のものが主として水拗げされる箇所を

指す。地邸敷は普通には 一 黙、必要を認めた場合には二、三月かとした。

内湖では四季節 中の 一 李節に於てのみ採集を行ひ、所要地獄の條件は外

湖の際と同様であり、地黙数は 一 黙とした。

採集方法及びその期間 前述の採阻地で魚族を採底する場合に採

るべき方法が二通りある。 一 つは共の地の適常な漁業者又は漁業組合等

に採果を依頼する方法であり、他は自身共の地に赴いて採集を行ふ方法

である。採集を好拮果に終らすには後の方法が妥露たものであるが、種

々の部合に因り供試材料の滋緊は大部分即頁な漁業者を撰定して採稟を

(7) 



依領した。 而し採策を行ふ場合に依頼 と 直接 と の如何を 問はナ留意すべ

きは採稟魚族の 漁具の穂類 及び活け魚 と なしたるや否やである。 本縣で

現今使用 する約四 十種の漁具の 中 、 餌料闘1t用の魚族 の漁具 と して は不

適常なものが勘なか ら すある。 定 四して 餡穿せしめた魚族 を 一 日一回若

く は二回取 り 楊げる躯、 或は餌を使 用 する流 し 鉤 、 竹筒、 打網 等の如き

は最 も 不適常 な も の で 、 之に次 ぐ の が若干時間放 凶して 四 ＜ 小糸網閉、

好適なものは曳網類及び餌を使用しな い打網等である。 尚 、 漁 具に闊し

ては此の他に同一漁具で も使 用時刻 に 就て 考慮を彿ふ 要がある。 これは

魚族の打性 ヒか ら 魚前に よ り 磁餌時刻に差異の存す る 為で例へてみれ ば

鯉科の魚族は夜間波沼した小糸網 よ り 内間に設四したもので漁獲された

方が餌持 ちの黙で 優れ反酎にぎぎ、 鯰、 鰻 等は 夜間漁猥 したものが 優れ

て居る諜である。 然 し 本縣に於て は永年の経瞼に 甚 ＜憤否或は商取引き

Kの都合に よ るものか一漁具に就て の 使 用時刻 といふものは大閲一定し

て 居る。小糸網類は綿て 日没の 秤時以前に設四 し て沸晩に取桟げ皮網類

は笠間操業する。 従つて賓際には使用時刻に酎して 留窯する要は殆 ん ど

たいのであるが 、 唯 、 臥は地方に よ つて 盛夏の候に限り通常は早朝に一

回取揚げ る所を特に同 日の 夕 尿 更らに 一回の取拗げを行ふの で 、 此の様

た揚合には 必ナ タ呆の取楊げ魚を採集 すること し した。 魚族 中 、 或る開

形のもの な 臥に よ つての み漁獲 さ れ、戊は季節 に よ つては餌付け の流 し釣

か臥か の 何れか で な け れ ば漁獲不能といふ揖合がある。 此の際には止む

を 得す前後の褐合 共に似漁獲のものを採集 した。

次に本縣では漁獲魚を活 け 魚と して 販店することが多い ので活け魚は

絶酎に採策し ない様特に注意し た。 活 け魚販蛮の主要魚種は鯉、 鮒、 紐

本肥、 鯰、 鰻 等で是等以外の種類でも時と場所 と に よ つ て は活け 、魚と し

( 8 ) 
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ての取扱ひを受ける こ とがある。

営初の計霞では一 ヶ 年で採集を完了させる豫定であつたが第一年目は

種 々 の事情から未採集魚を相 異尾数生 じた為に第二年目には之が補充採

集を行つた。

第三年目は、従来の解剖の結果から餌持 ち不良魚の若干存するのを見

出したので此れの補充の為に更に追加採集を行つた。 結局採集は三 ヶ 年

間芯滋 ー た事にな り、 その期間は昭和 九、＋及び 十一の三 ヶ 年である。

採集魚の保存 依韻先、宮瞼室の何れに於ても保存法は次の如く し

た3 採集 魚は閤形の大小を問はす綿て一〇形の ホ ル マ リ ン溶液に没漬す

る。 夏季の採集魚中、全長一五糎以上のものに限り腹部を肛門部附近に

於て三粗程切開 して後に没漬する。 容器 と して は石油の 空籍を使 用 し上

蓋を取除 き 之に特製の ト タ ン 板製の蓋をかぶせる こ と .I. した。

2 研 究 方 法

慢 形 測 定 採集魚は解剖 する以前に開形を測定する こ と し した

測定部位は左の如く である。

全長 吻端より尾鮪末端に至る長さ

開長 吻端より末端に 至る長さ

佃高 背鰭前端の起部より垂直に腹部縁洛に 至る長さ

佃幅 閥高線上に於ける最大

以上は何れも糎を箪位として記載した。

試料の採取 消化管内容物は小形の符瓶中に五炎 ホ ル マ リ ン 溶液と

共に保存した。 魚閤は解剖に先立 ち 少 く も 十二時間は流JK中に入 れて ホ

ル マ リ ン抜 き を行つた。 解剖 に 際しては 魚間の庁右何れかの肱壁を切除

し先づ内臓の大部分を取り出 し 次に不要の内臓諄器管と附浩脂肪を除 去

( 9 ) 



し残{f•した消 化作は 若しそ れが迂同鈷粽した も のであればt.}に注惹して

切斯せ ざる様にほ ぐ したので ある。 梢 化 {’fの長さは1屈取する餌料の稲類

と闘連 する所が 多 大 で あるので 一魚稲ー而形のもの hiに其の若干尾に就

て 長さを測定した 次に削化仔内容物の摘It\であるが餌料恥l 1fの目的を

より良 く逹成 するには胃 の部分からのみ摘出 し 脱邦のものは之を放東す

る のが至符と考へられる。 然し此の方法に膿る時 は内容物の 『れから見て

の 不 合格魚が灰 大な尾敷に及ぶ虞が あるので 多 くの品合には紅、的、 ぎ

ぎ、鯰、設等の魚族は胃 祁からのみ採取したが 他魚種は 膨祁をも含めた

消 化↑約の 全閲から摘1阻採取した。 前記の魚類は消 化件が’l:ll然とl'J 及び 脱

の雨部に窟8Ilせられ1aるもの で、 且大閲に於て 肉 食付のもので ある。 ·必

肉食性の種類は而 化力が極めて旺盛で脱部に送られ て 来た餌料は到底

在 定の川に供し得 た い。 鯉科、はぜ科の魚族は消 化竹が外観上は唯一本

の管にす ぎナ ー見して 胃部と服部とを識別 し 難いので 附部を甑9llする必

妥を生 じ た掛 合には便宜 上左の如 く消 化件の全長1こ 比 例 して 咽頭よりの

一定の戻さ と fl 綿と見倣して 取 り 扱ふ こ と L した。

消 化↑？長 ー0粧以 下 全反の四 分の 一·

ク - 0ーニ0椛 ヶ 六分の 一

グ 二〇一三〇糎 ケ 七 分の一

ケ 三0ー四〇糎 ケ 八分の 一

ク 四〇樹 以 ヒ ケ -0分の一

＂ 綿及び腸部から内容物を取り 出 す際には消 化1打長のK短 、 内容物の

多雰如何によつ て 人閲次の如 く虞理した。

而化怜の長い鯉、平鮒、丸鮒、わた か 等の品 合で はヽ 内容物が 胃腸の

雨部J�に多虻の時は\'1部から主として 採取 するc l'l 部が空虚で脱部IC
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仔恨する時は 腸部の設 先端1) 部分か ら、 胃股雨部に1花 少 な 時は 大腸部を

除く他の全部から採取した。

消化管の短い、魚種の揖合では、大形魚で且内容物 が 胃ngl)雨部共に多

•1（な時は f']部から採取するが ヽ これ 以 外の時は 胃股の雨部ICff•在する全

内 容物 を 採取した。

餌 料 の 査 定 浮瀞生物は全試料を攪拌 して容器内略 々 均 に

散il/iせ しめて後其の一定サをと り扮鋭 して様類を斉定すると共 k 各 稲の

混 在割合の人略を測定した。他の生物及び無生物は 肉眼で成 は 解剖勘微

鏡 ドで全試料を 松鋭して柿煩 を 究定し成る可く は 存 存 数をも符． 足し た 此

の揖 合に は試料の破砕部分を一應鋭 下で桧し混 在する惇i詐生物等 を 行過

することのない様に努めた。又、必要時に は 餅料動物 中から開形のl:L 較

的完備 したもの を 取り出 し、此の 中で生時同様に完全な侶形を有するも

のに就ては全長閲重を測定 し、 更に若干消化悧失して居ても閤長に は If.

程の影容のないものに就ては其の全長を測定 した。

多敬魚族 の 各個に就て消 化·t竹；内容物たる何料を査定、計敷して始等の

結 果を記録するに際しては 次に列 県する様な記載 上の規約を以て L た 。

浮i肪生物 各種の相 互ni]に於 ける混在割合は多対：たるものよ り順次に C

+、r、rr、の比餃記琥 を 以て示す。

餌料動物 は 骰令閲が破砕 して 存在する掲合にも開破片 中の一部分によ

り破砕前の個閲藪を可及的に判定する様に努めた。

註 魚刃では 頭部、 比較的完仝な る 介椎11’

蝦類では眼球、 額角、 尾厄
水桜1紅虫では頭部、 但而
r、胚― : ’ 、 北秋l'1り完な る 」＆：

貧で類では頭祁 ， 尾部
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三岐胞頸で は咽頭棺

餌料動 物の存在数は斤．記によ り決定する。

魚類、蝦顛、 貨毛類の編 合には前記の開1) 各部を組み合せて一個開 と

し組み合せ不能の残除を生 じ た時は此の残餘 各一個を以て 一個開 と する

水棲昆虫の幼虫、 若 虫 、 蛹 及び三岐脱類の出 合には頭部、 骰面、 咽頭

部の各一個を以て一 個閣 と する。 鈷蛉類で頭部と 限面 と が混 化 する際IC

は雨者を組み合せて一個閣 と な し、 残餘を生 じ た時は此の歿餘 各 一個を

以て一個閤 と する。

只類は倦貝 （ 有1j1|i類に は適 用 不能 ） は膠の敷を以て個閤 駁 と する— ニ

枚只は貝汲二枚を合せて一個間 と な し、 残餘を生 じ た時は此の残金各一

・ 枚を以て一個閤 と する。

鱗片以外に魚族の 開構成の如何た る部分も存 在 し な い掛合には稀たる

例 外を除く 他は鱗のみが採取せられたものと 見倣す。 同様に券貝の祇以

外に腸 と 闘係ある貝波'D -J,t.t.どにイf＾ 在 し な いめ合には府のみが播取せら

れたものと 見倣す。 更に二枚IしのIi•はで 腐蝕朕減 したのは空牧 と な つて

湖底に存在 したものが撮取せられた と 見倣 す。 酋毛類に屈する糸蛎約1の

類 は閲が容易に消 化 さ れる岱に原形に近い状態でイf 在 する こ と は稀であ

る0 それ故に主 と して剛毛の布無による こ と L し 同ll毛の＃在する場合は

総べて糸蛎約1の類 が据取せられたもの と 見倣す。

輪臨類、 原生動物、 杭物性浮ifli生物は大形の動物竹浮ifli生物或は砕屑

等 と 共に常に多 少乍らイt 在 するが共の藪乱が僅 少な ので記載しな い•Ji と

註 （ 1 ) 砕屑 detritus な る 研に は、 湖底l こ 沈祓した勁h'心の遺怜の一切と夫

れ年の分附過程に ‘{r. る 仝部とが合 ま れ る 0 従つて 沿J庇の表面に 存 ｛r.す る 屁泥

も 分陪逸程の終期に位す る も のとして 含 ま れて居 る 。
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する、同 様K 砕屑と折 々 混 在 する淡水悔の綿骨片は悩動物が生命 力 を 消

失 し湖底に堆積 した所を磁取され たものと 見倣 し て記載 し な い 事とする

砕 屑 餌料生物が砕肘の状態 で 存 在 した所を錨．収 さ れたか、或は生

時を抵取され たかを決定す る こ と は 困難である。 勿論之は大多 数の 餌料

生物に闘 してで はな く 少 数のもの即 ち附着性の藻類、微小動物、沈,.11.植

物等に就てであるヽ 是等の内で後の二者は胄部に存 在 した揖合には開内

容 拗又は色索の｝伏態 から比較的其の決定が容易で あるが、 脳部に存 在 し

た場合に は到底不可能 で斯る際には混在する、他物からの推定に待 つ こ

と .1. する。 附羞性藻類は砕屑 と 一つに纏めて砕屑と藻類 なる語を以て示

す0 多 くの場合、附着性藻類は骸泥と共に縦収され 全開の藻類の幾分が

生時のものか幾分が砕屑とな れるものであるか之を識別するのは個令 胃

部に存 在 したものに就て も不可能た 故である。

動物性浮滸生物 （柚脚類 ） と記 したのは動物性浮滸生物中検脚類の存

在を示 し又共が大部分なる場 合は Cを猫へて是を表はす。

え び （ ア ッ チ ア 科） と記 したのはえ び類の場合に限り其の え びが該科

に屈するものである こ とを示す。

漁揚、漁獲月 日 を同 じ くする数多の供試魚の餌料を記載する場合に其

ム の中の一尾に就て殊 更らに細かく夫れ等の食 餌中の生物 を 分類 したもの

は、 其の分類が他の供試魚の全部に共通するものである。 藻類及び動物

性浮滸生物の種類等は主と して此の記載様式 を 採る こ と よ した。

魚類 （ はぜ科） と記 したのは紗以外のはぜ科魚頚、即ち ヨ シ ノ ポ リ 、 ゥ

キ ゴ リ ド ン コの何れかである こ とを示す。

描蚊科、 セ ラ ト ボオ ゴ ン 科 （Ceratopogonidae) に恥するものは筋蚊科

と して、 其の外糸蛎毎l科に属 するものは糸蛎蛤lと して記載するc
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一魚閤の消化管内容物の各釉餌、t1生物 中、成る種生物D敷恥の判i后せ

る楊合に、よ そ の 寅数を以 て 表はし、数鵞 心リ比 他生物、よ f1if村との到lt I: 

其の数 iしを X 記就を以て示 す こ

全柚 類 T)何れもの敷昴 が 不明なる場 合は、成は 沈JK植物、藻類、if屑

「砕｝l'iと藻類」 糸蛎射l等に対 しては、X 記りいをlf Jふる こ とな く 箪に 樋烈

名を記 す る に 止める。

主餌料の決定方法 各季節 に 於ける各OO形群の魚族 d)主餌料は1t

の一様の 方法によつて其の人勢を 決 するか此の.:..:.方法よ り 生する結果の

みrL 嗅る時は其虚に現はれた数字を過 瓜視する嫌があるので更に若干の

考察を加へて然る後に之を決定する こ と と した。

（ 一 ） 餌料の 存在率による方法 一漁場で 漁被し た 試料採取尾数と各

藪餌料の存在回数との比率を求め、各漁拍 での比率から其の平均値を求

める。例へぱ A漁場での採集魚 中の試料採取魚が一 〇尾の場合 に 其の内

の 五尾に X 餌料が存在したとすれば X 餌料の存在率は五0%である。

次にB漁易では二0尾の掛合に其の内の ブヽ 尾に 存在したとすれば 存在李

は 三0% で 平均値は四〇夕；である。人形魚に 限 り 主庄地の漁揖での試料

採取魚のみに就て本法を川ふること し する。 但し大形魚で も 性別の主餌

料の決定は前述に 従はす 中小の閤形、｛Rと同様にする゜

｀ 

（ こ ） 価料の主餅料 としてのイf在率による方法 一漁掛で漁獲し た 試 ｀ 
料採取魚たる 各魚閤 に 就て 、其の一伽1閣に於ける主餌料一種類を各餌料

が 存 在敷と開直の大小とか ら 決定し、各漁掛での比率から 其のq‘ 均値を

求める。

此の場合、ー個閤に 於 ける餌料は成る可 く 近禄種を一纏めとして他と

比較する。 且Il ち魚頬、貝類、水棲昆虫と記載するが如きである。尚 又、
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，
 

ィi (i.‘藪 及び 閲 爪 等が不明なる個開、又はキ和r 料 が 二稲以 l：とな そ が如 き

佃開は認て除 外するc

本法に 於て も �ii 記の( -) の 際と同様に大形、魚及び大形魚の性りljの主餌

料に就ては取扱ふことLする。

以 I: I) 二 方法けlに 比率 ‘'.) 大小に よ り 各餌料の順 位を定め、.litの二通り

の順 位を射照検討して之に 名 察 を加へ主餌料を決定する。

但し此の決定 方法は持BIJD例 外 し· 除 け r文一般には各漁届での試料採取

魚の合 社 が 五尾以上に達し た揚 合 （ 一魚種ー開群悔に） に JJJふることL

する。

魚種によつては共の餅料D種類に 原因して（二 ）の 方法が殆ん ど 適用し

得な いことがある。斯 る 品合には止 む と i!} す ( -)の 方法のみに腺つて主

餅料を決定 すること L する。

四 調 森研究 の 結果

( I )  採集魚の腔形別分類

各種供試魚の 各季箔に於ける開形別の分類は第三表の如くである。小

鮎は及季の採果、魚に限り其の間にOO形の差異が若 干認められた(/)で全長

-0棚を境として之を大小の二群とした。

表 中の稚魚と小形魚との閥 係は一例として ピ ＾ マ スに就て 説明すれば

冬季の 五糎以 ドが 介 季に六糎以 Fとなり及季には十穂以 r、秋季に十二

粧以下となる ととを示すのである。

(2)  採集尾敷 こ 試料採取尾敷

各魚樋J) 各季節に於ける閲形BIjD採巣尾数 は第四表、試科採取尾藪は

第五 表に見らる 以n くである。

衣 記載以外に 註 （ 1) あ め の う と （鯰） 庄卵期のは親魚l こ !J す る 縣 ドり ）j

( 1 5 ) 



甘』 の 試 料 探取 魚 が 二 四 尾イ（す る が 之が採 果 尾数は 不 明 で あ る 。

採 果 尾 数綿計 は 四 四 ｝LO尾、 此 の 内 の 試 料 採 i｛ 比 較 ば 一 九 七 九 尾 で �ii

者の 四 四 形 に 該 裳 す る 。

註 (i 殴 1 こ 闘 す る 部分 は 元本楼技手 山本立大氏の 』査 に 成 る も の を 主 と し て採

録 し た 。

第 四 表 （ 採 策 尾 藪 ）

第 五 表 （ 試料採収尾数）
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( 3) 採 集 地

各魚国の 各獨詠： 於 け る 閤形群別 の採集地 を 大月lj す る と 第六表 及び第

二 国 の 如 く で あ る 。

(4) 餌 料 の 種 類

各魚柿 の 各季節 に 於 け る 閲形群BIjの抵収餌料の種類並 び に 各、1ROO の 消

化笠内D餌料 の 仔在状況は 第七 表 に 記載の通 り で あ る が 、 之 を 更 ら に 魚

種 別 季謹 別 閲 飼J D 餌 l：拉） 種 類 匂 簡 略 に 表示 す る と 左の 十 六 腫 D 表 と な

る 。

紅 闘 す る 叫釘団 は 左 の 如 く で あ る 。

一、 I’i1 に 魚類 と の み詑 し た の は 科名 す ら を 朋 ら かに な し 1:J- な か つ た も の で 科名

を の み記 し た の は 種名不明の も の であ り 、 7証1這 と 記 し た の は 褒打の 時期の 不

明の も の であ る o 沈水拍打、 Jばn， こ 就 て も 魚俎の掲合 と 仝 < r，11様で あ る 。

ニ、 類 別 さ れ た 7叫1.\.虫 の 名 荊は 柄廷類成贔 を 除 く 外 は 巧kik1埠の成践以外

の も 叫 1 こ 刃 し て附 さ れ た も の であ る 3 帥 ち 、 r舒i6H nJ の 幼品若且の 何れ に か

す る も の であ る こ と 、 阿様に 屯翅 凡 1が嗅 n の幼且蛹の何れかに 属す る も の

であ る こ と を 示 す。

三、 エ ピ ( Pola. ) は Palaemonidae、 エ ピ l Aty.) は A tyidae を 示す。

四 、 ガ ス マ ル ス は Gam marus ア セ ル ス は A sel l us プ デ ロ セ フ ア ラ I t B dello 

cepb11! 11 であ る 。

五、 且烈の 和 名 を 凪名 で 示せ ば次の 如 く であ る 。

ヒ ラ マ キ ミ ヅ マ イ マ イ Planorbis (ChOllllopbalns を 合む） モ ノ ア ラ ガ ヒ Lym

nea, 川 ニ ナ Melania, ク ニ シ Viviparus, 豆 タ ニ シ Bythinia, ミ ジ ン 立 ク ニ ン

Val vata, シ ジ ミ C orbicula, 豆 ン ジ ミ Pisidium
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第 七 表 （ I ) 餌料椰頼 （ コ ア ュ ）

2
`
 

亭
春 I 夏

!
秋 | 冬

大 ／J 、 I 靡前 1 腐後
刑J物性浮湘生物 I + I I + I I I + 
砕 屑 と 藻 類 I I + I l + I + I 
砂 粒 I l I I I + I 

第 七 表 （ 2 ) 餌料種類 （ マ ス ）

曹

季 節 春 ！ 夏 I 秋 1 秋 ！ 冬

餌 料 種 類 \\、~9杉 大仲 l1Jヽ悼l刈叫叶
ァ

；1 ウ

，叶崎叫吋吋叫,1ヽ

コ ア ュ （ 氷 魚 を 含む ） 1+しI I I I I I I I I I |+ |』+
ノ�ヽ ス I I I I I I I I I I I I十 し I I 
コ ヒ 科 魚 類 l | 1 し I I I I I I l I に I I 
ィ サ • l l| l 疇1- l I l + I  I l + I I + l+ I l+ l + I  
ヨ シ ノ ポ リ I I I I I I I I I + I I I  I I I 
Jヽ ゼ 科• 魚 類 I I I I I I I I + I + I I I I I I 
魚 類 l 1 + 1+1 1 I I I + I 十 l + I I I I I 
ヒ ラ マ キ ミ ヅ マ イ マ イ I I I I I I I I I I I I I l + I 
ミ ヂ ソ 豆 タ ニ シ I I I I I I I  I I ! + I  l I I I 

評 浙． 目 1 1 1 I I l + l  l I I I l l l I 
脈 翅 目 I 1 1  l 1 1  l I l l II I:「「
蛸 蛉 目 I I I I I l + I  I I I ] 1 1 1 1  
毛 翅 目 し 1 1 + 1卜 I I II I I 丁[l丁
双 翅 目 I l I l l 1 1 1  + I 1 ..  1 1 1 1  l 
棺 蚊 i1- l+ I , l+l-|ト- 1 1 l I + I l : 1 , _._1 I 
鞘 翅 目 （成 品 ） I I ·I し I I I I I 1 1  I I I  I 

( 27 )  



水 棲 比 晶 I I I  I 卜 I I l t- 1 I I |」卜 I
|
d』し

ヱ ピ ( pala.) I I I+ / I + ;  I 「

――

|-1�1: 1�
ヱ � < aty. )  I I I l I I I I I I I I I I I 
ヱ ヒ� I I I I I I I I I I I  I I I I 
ガ ン マ ル ス I 1- I + ！』+ 1+ 1 1 + 1 I ばI 1- I I 
ア セ ）レ ス 1 11 1 1 1 1 1 I l , 1 1 1 1  
:j「;li| 1勺 性 浮 湘 生 わ I I 1 1  I ..  I l+ I  + I + しI I I 

]」_糸 虹 良1, I I I  l I I I I I + I I l I 
フ・ テ「 ロ セ フ ア ラ I I + +  I I I l I l I I I | + |

― 

沈 水 杭 物

l-ttm
| | 1 | 1 + lJ ] I I + I I I 1 1  I 

藻 類 1 + 1 + 1 1 1 1 1 1
砕 m I I I+ : I ITT 

奮、
L

第 七 志 （3) 餌 ＇り生物」 コ ヒ ‘

：戸ょ：1]， 1］/̀ ]二1
ジ J ポ リ I I i I I I I 』 I l I I |二

ー ハ ゼ 科 魚 類 I ,1- n 「I |]」」] 1□ 
ー ヒ ラ ご二とー ミ ッ

・ マ イ マ イ I + I」 | | | ] | | | I I I + ,  I 

モ ノ ア ラ ガ ヒ I +  I I I |」 | l I I 十 しI+l]] 川 ニ ナ l + 且 i + I  1+ 1+ I :11 叫＋＋ ＋ 1 

豆 夕 ＝ ジ ―| + I I 1- I l+ l -1 し＋しI l]
― 

ミ ヂ ：／ ：！：T. ク ＝ シ' | |+ l l -1ー し I I I I I I I I J I 
シ ジ ミー一 | l: !+ I  I 1+ 1 ➔- +! l +しI+［ 
且 類 I I I I I I I I l + I  
好 堺 t=I I I 「「」 | | I  i l I 1- I  I + I  l 
モ 俎 ; I | 」 L | I -‘ 1』 |+ | l」 」 | 1- I i +l 

ヽ

( 2 8 )  



． 、

I 揺 蚊 ；I· I + I +/ �l+ l + l + l+ l+ I l+ l+I I 1- l + I+ 
莉 翅 l3 （成践） I 1 1  I I I I 1 1 1+ 1 1 I 1 1  
水 棲 品 � I 1 1 1 1 1 -I 1+ 1 1 1 1 1 1 1+ 1  
ヱ ピ (pala.) I / [ 1 1- I ] 1+ 1 1 I

1JJJ1」 1_JJ_ 1 |--ヱ ビ ・ I I I I I I I I↓ 
ヵ・ ン マ ル ス I I I ! + I  I 1 1 I 1 1  I Lし 1
勁 杓 性 浮 訪 生 物 I I 1 1 1 1 1  I I I l+ l + I  I I 
糸 虻： 虹I I + !+ I I+ ! ! + I  I )  !+ I I ! + ! + !  
セ ソ ニ ソ モ I I I I I I I I I | + I  I l +I I 
セ キ シ ョ ウ モ I I f I I  I I 1 1 に I I I に I I 
ヱ ビ モ I + I+ 且 I I I I I I I I I I I 
i；尤 フk ht l | .l·" |+ + I  I !+ I I I f + l + l+ I  I 
砕 屑 と 深 類 I I I I I I I I 且+I I I 

I
RI l +

I 
I 土砕 屑 I I I l | + 1+ 1 1  

魚 � I I I I I I I I I I l+ I l J I 
第 七 表 （4) 餌料種莉i （ ヒ ラ プ ナ ）

． 
’ 

季 節 春 I 夏 l 秋 l 冬 I -

餅 料 種 祠~-:！る よ 砂山、|心 |IIヽ仄1 , 1ん、1大l』
| + l+ : +TI

―
| + !

―

-l 言丁
l + lナし1 |」十し 1 1-I I ...し !+I+ ! +

勁 杓 性 浮 i肱 生 杓

砕 Ii1 と 藻 狂

第 七 表 （ 5) 餌料師類 （ マ ル プ ナ ）

、～～ 季‘`‘-- --• 
餌 料 種 類 ‘`

ヨ シ ー

節
1

;,(ト | 及 | 秋 | 冬

：可冒山、以I『山、に見，1以員；
ボ リ 「「□□ 1 | l [ I i I I  



ー ヒ チ マ キ ミ ツ マ イ マ イ I 1 1 1 1 I I 1 1  1 1  1 1 +1 l 
モ ノ ア ラ ガ ヒ I I I I I I I |」 I I !」 I : 
/ 9 | ｀ 二 ナ 1 、 | I I 1 1 +1 • I 1 +1 i I I I 
シ ジ

'
ミ

I1
IJ日」［丁| 1

1
上, 1 し1

IJ「I
山TI 口1 1 1  

豆 シ ジ

可 翅 1c1 I +  1 + 1  ! I 1 1  I I |:「I
揺 蚊 科 I I- l + l + I I」 |+ | ➔ I l+ I I I+ ! I ➔ 

. ?lし ｝k _．昆 我 I + 卜 | I 1 1  I 1 1 1 I I l+ I I 
ヱ I! I I I I I I l + I I 1 ·  I I l+ I I 
ガ ン マ ル ス 1 十 し l+ I I I I l + I  1 1  I |」 I +
勁 1勿 性 浮 湘 生 物 I +  I十し 1十し I + I 卜 1 』 | ＋い ! +I +- | +
糸 蛉I 虻． I + |十卜 I I I 1 1 + 1 | ＋し1十し I+
水 壁 汲 類 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1  l I+ I且淡 水 海 糸， I I I I I I I I I 1+1 I _ 
苔 虫 類 の 休 芽 I l I I I l I I I l + l  l + I  l I 
セ ソ ニ ソ モ I I I 

I 
I I I十し I I I I I I i 

フ サ モ. I I I I | +に| t- 1 l I I I I I 
沈 ホ 植 物 I

I 且山り叫 1➔- 1 I I I I l i 
藻 類 I I 1+ 1 1 1 1 
砕 屑 と 藻 瓢 I + I ,  十卜は1』I瓢I I 

� . 

·ヽ
第 七 表 （ 6) 餌料種類 （ ウ グ ヒ ）

＼上 春 1 夏
l

秋 1 冬 ー

餌 料 種 類 ー□三！！ー1 8 9各心！Aヽ1大 l晶、1見心、1大 『IIM、
マ

：

ァ ュ」
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ヨ シ ノ ポ リ I l I I I I I I I I ,. ! I I I 
魚

双

格

ホ� 棲

ヱ

ヱ

翅

蚊

類 l l l l l | | | |+| | | l l 
n I I I I I I I I l l l I+ 十
科 j 十 し1+1 1+ 1 I l I 1 1 |」

比 我 1 .i- 1 l +l+I I l+ l+ I I I I l+ I 
l• (: | | 1 | |+ | | 1 | l | | | 1 

� I I ! l I l I l I l I l+ I I 
ガ ン マ ル ス I + l+ l+ l I I I |」 | 1 |+ l + I 

・ 動 物 性 浮 湘 生 杓 I 1 1  1 1  l+l+ l+ I十いいしI I 
第 七 表 （7 ) 餌料樋類 （ ヒ ガ ヒ ）

「餌
＼
料 莉 云～

季 節 春 l 夏 l 秋 j 冬

8 9髯贔、に1叫ふI晶、lxllf' l ,1ヽ

コ ア ユ (;,kfh. a: f,;-tr) I I I I I l I I I !+ I I I I 
ヨ シ ノ ボ リ I + I I+ ! I !+ 1 1 1 1+ 1 I 1 1  
魚 類 I 1 1  I l I 1+ 1 1 1 1  l I l 
モ ノ ア ． ラ ガ ヒ I l II 1 1  l l |』 | l l l 
JII 

怨

I{ • 

蛉

秋

鯖

毛

=-

翅

蛉

翅

ナ I 1 1  I l l+ l+f I+ ! I I l l 
貝 I + I l+ I I ! I I l+ l+I I I I 
類 I + I 1 1  1 1 1 I l+ l+ I 1 1 l 
日 I + I l+ I l I l l l+ l 1 1  1 1 
日 十 I 1+1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1  
目 I 1 1 1  l I I l l I l l+ I I 
目 I + l+l+ !+I l+ l+ I l+ l+I l+ I +I 

描 蚊 科 I + f I 上
1 ［1 I -I I I 計 I+ I  」I 鞘 翅 目 （成 我） I I I I 「l

水 棲 比 我 I + | | 」 | l+ l+ I l+!+I I IJJ 
( 3 1 )  



-
ヱ
--

ビ (p·,h.) I + I . !:_1
+

「

」

I1
t」

1
+ 1
1
'
� 
- l -, I；□I_ 

エ ピ （：,t�,.) ', + . I I � I I I ! 
I•• エ一 一

―-- ― `  

ピ I ' I  I I l+ ,+ 1-- -r -r+ 1 l+T, 
ガ ソ マ ル ス I 十 ［ししI l I ITTl□IT言IT 勅 杓 性 浮 湘 生 杓 I I I I I I I 

一糸 蛤1 虻 I I I I +. I 1 1  ! I I I 1 : 
物 1 -t- 1 +1 I I I 1 1 1 1 I f I f 沈 水 檀

藻 類 I + 1 + 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1  
砕 屑 と 深 類 I ［ l ］ 上1 1 1 1  I I_ 
砕 h’; \ ―| | 1MIT1 

第 七 表 （ 8 ) 餌 料 種 類 （ ハ ヘ ヽ

＼骰 形 何、五＝
季＝ 一

～

稽ー節 春 I 以 l五

―

| :

5!i'
大
I 訂石11:

1
1 + 1 中

I

1，1 晶ん、以！叫 Aヽ
ヨ シ ノ ポ リ I I I I I I I I I I 

舒 滞

秋 翅

毛 翅

描 蚊

fJ I � I � I 卜 ＋ I '+ I 1 1 1 1 1 1 I 
目 1 十 しI l + I  I I I I I I I I I 
目 I + I I 1- I I I + !  I I I I l + l +I 
,1- I + 1 + 1 ➔- 1 1 1 + 1 1 · 1 1 1 1 1- l + I 

豹 翅 n （成 品） I + し1 +1 1 且

1

且
1上1

し
1

1
し

1

|しl
+
+lUし
1
」
1
し_
1
|IL」

l

I
1
上
」

し

［ • -水 棲 比 晶 り］］：I 

I J
ヱ
i

ビ (p,h.姦)

I 
I 

ヱ ヒ. | + |+ l + I : I I I I I I i +  

見
1
GI 
1 

ガ ソ マ ル ス I I I ! | I I i I I , I I I, 
動 杓 性· 浮 滞 生• fiJ I , | l ＋冒し↓1 1」-
セ ソ ニ ン モ 1 '1

―

| | I I I I 
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． 
た

ェ
セ

キ ゾヒー ヨ ウ モ モ ： ―- ： 冒i] 1 :ざl]-
ー ： 水＿□’l__ビ：［f|］］］f

r f
砕＿屈＿と一藻＿しニ

ー

玉旦土□I-]-L-­
第 七 表 9 餌 料 稲 類 （ ハ ス ）ー ・ ・ ·-- - -

餌亨ヨ□□尋匂ぷ冨古扇J晨ヽ，、

コ こ(l:: ウ ヲ を含む2ー上 lt口 1:I I

ー

ゴ］：口]口
Jヽ --- - へ □ ］ ［日＿工 1

1」」 1· I_ I _

： ， ： ーロ員三［］丑［
＿コ ヒ 科＿i0．一 類＿ ... :..  t i , I _l- 1 1 i , I t  I L 1 ,l 

イ サ ザ-- -
ヨ シ ノ が リ

： 
- - .  -- - -� - - - -

- -__ - -� - 鳳 -=ー□量
!, -- 水 ！屈 具 LJ__ tl..L I」」ナ］
＇ ． - - -- ---- - -
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I
ー

ガ
エ＿＿

： マ ル ： I 

I !fifJ 物ュ ・浮 i飴 生 物―l----I―7

マ

K

墜 ノ 晶 :-1 | | i i l i ! |」 : l ] | 
砕 屑 l l 1 | | J  I十 じ I I I I I I 

第 七 表
・

1 0 ー竺99—一ー類 ぽ 、ノ ＝ ロ コ

季 節 春 ！ 夏 . I 秋

餌 料 種 類 旦足 ｀， 1
1
1仕I吋叫 'Jヽ l竺

ーーヨ
＿

シ一 ーノ＿ポ リ―l上しし1ー［［山」」
モ 翅 目 I 1 ·1 I I I l I I I I 

1 ヌ人 翅 □―-1-l]]]]]丁言l
I 描 蚊 科9 | + | + 1  | 1 1 1 

二k ＿ 棲＿ 一 比 虫 こ土」 1-- I l l  | | +| l 
ーエ ヒ• > (p•tla) | + | | +1 | 1 | 1 1 | 

ーエ ピ 1 | | 1 1 1 | | |上I二
ガ ソ マ ル ス l + [| l- 1 | •-1 1 | | 」 ]

勅 物 性 浮 泌： 生 物 l 十 し 1土

一砕 府 l_J]」]」」」」山
ー魚＿ g， I I I l | ] | 1 | 」 |

窃 卜 こ役 T T 巴ご 師 類 （ ス コr
,;;- " コ ）

、 千 ：
—

- 春 - -I 夏 l 秋｀ ヽ 包 ．
何 料 種 碩

～～—-乏

ヨ ン ノ ボ リ し」」
-Jヽ ゼ 科 魚 烈 WWJ、 .1 | 」 l

( 34 )  
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|□ヵヒ ラ
マ

ワキ ミ ノ
ー

：

イ マ ：―-いり］］lI | | 

_:＿ヂ
、ノ マ

、三ロニロ三i□±llii I
i

—-且 - --類_1
_!

[ 」]_IAlJJJlJJ
奸 鋭 r I I ·f-

| · • 一

甜 紐ー ' ’ - ! I TTTTT7 | + 1 十

＿E-一 連 ＿

描 ． 蚊 _i1•_」土 ． ＋

水 棲 ． I↓ 虫 I i ← - .  ←ー． ． ．

エ ピ 己）一［山IjUI」•山且l』 1
ピ ("ty,) I I .  I I I i I I I I ,  I '  

エ ピ ． ャ 1 | + 1 1 し 1 1 1 ,. I十に 1且＿I
ガ ン マー一上—スー' —+-l＋し 1 |」 1 | 叫 I I 1 1 卜 1 | 

工

ニロ＿巳叫筵 iiコ··-1"―口圧t一仁UJJ」上晶言
一 糸 虻． 鮎1

、 I I I」」」 | l I I」」」よ
ー＊一殷＿＿ ．：幽ーょ上□J J_7JT_!_ _1 | | 1 

I 2 餌 料 稲 話 （ ワ ク カ ）
— ← - - - -

I 
--- �ー

ーここ9二□嘉言1J［ヽ：1］、I
＿＿鯉-科 f!.I． 狂 I I I □1 | I ' l I 

ヨ シ ノ ポ リ llllTITJflT-i丁

！□:： ー＿：二- 」-t II 叫9
E― -迎 - —n l□店口可」JJ」し

皇—-上- -ュ | | 1 | | I+ 1 |+ -[ l 「 I
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ホ 棲 比 虫 I I I l+ I  I l + l+I  I+ ゜― ’ ’ ’ ’  - - - • 9 9 9 , .  ガ ソ マ ー し！正
動 杓 性 浮一

翌 虫 類 の 休

ー セ＿ン ＝ ’ ソ

セ キ シ ョ ウ

＿ エ ービ そ 1 + |」1し 1 | 1 14 L| 
フ サ ＇ モ 1 | | | |丁丁丁□

1 | 1 1 | | l | | I 
沈 ホ 杭

砕
．

． 藻 I T し1
ー
1 | | | |+ | + 1 1• 

＿砕」，｝ と 藻 類 1 | | 1 1 1+| | | | 
砕 ― - 用 [nTT「[[Q

―

第 七 表
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書

-�- . •疇 · -- -

工― ― ·--- - · - l 1 : 1 | | + |  l | 1 1 1 ··i鴫�日
ガ ン マ ル- ス + | | +:+ '- | i 1 1 ．卜 1 + 1 |叫

ー］：：：三： 1 ： !  l:I□□十

ーー ： □＿藻
＿□1 |-I- 、ロ

七 表 1 4 一餌」種 類 （ギ予に

何 れ 証 類
ミ｀餞 ： l`叫贔謬i1J Iヽ大l:'小

ハ - .......  I l | 1  1 | | | 9 l | | |』 |
ー ワ ク カ 1 1 | i | 1 | | | | | 1 | l •I-
ーャ リー竺 ニナーI . 1 1 1-] -
＿ f チ モ ソ ヂ ク ナ っ· _|_1」」」 |_

三―�：□

：

魚 —□三一

ーこ —-— 烈 しLLI」」」」-I-|ょ上l士＿

： ・ し＿ll | [I I I I I l l+1 | 1 | 

：ー ： ： I 卜］冒i+i i l |+

[ [[
― 

：こ ： ー H目一ー：冒□□ー

田＋

双 翅 目 •_ l + LI +1ーロ
ロ : :+:: 巳—竺一t- | | 1 1上 J_I」」ーしf+ I l+I+ 

約
・

見 且皇世）＿ l l | lJ l+L| | ] | 
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工

工
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砕

魚i

且

筵

第七表 I 5 餌 料 種 類 （ ナ マ ズ）
- - - -- � - - -- --- - - � -

＼ 季□三| 春 ー、ー□戸 玉＿ー： 一

餌 料 雑 類 ！ミ 戸応］軍＊1中Ij、やI叶砂 IJヽ

ーロロ］叫i-IIIl1 ［ 
コ t 科 一 座 類 i□:-| | 丁:|」』二＿＿＿

ヨ ： ；卜 ＿― ;」 | | | I I 1
1 

，
 

囁
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l一ー た ― - - -1 こ ー ー し ＿—- ·ーしl |」 1 , 1 :  | 1 1 ニ��: — �-=:」口[
+□1-Htい

=E=-- fJ _ �� fl-_」 I I I ,  |」 | 1 1 | | 
:—ぶi ー と令 ー ［］ ＇ ．;-1五N」 :+_ 1 |-- 1 | 1 | 

朽・ 丸 lt ー 上lllJ
-位- -- 巳

- /k ---4k ＿一 比＿ 虫＿ 1 
ェ ・ピ (p=<la.) _ I ·•· - ー ＿

エ ピ caty.) I 
- - .一 -ヽ--- --

- エ - -• 一ヒ•--I __ 」山」＿上ー一
＿ ヵ:._ y-= )レ ー ス＿1

―
•[I

ー
＋し」 I l 1 |+ ! 「

ー ア セ ル ← ス _ I +I し」ー 1 」」」」1l」]_
―七ー ソ ー ニ ン - デ _LLIJ_I_;―•[ |」-LI...I- -

魚 ＿＿ 叫 ＿L... ― ― |—+ J_ 1 1 | ! | 
席 ヒ 表 1 6 餌 料 種 煩 （ ウ ・J- ギ ）

- --ー ニ· T- --

戸｀こ こ ＼ii I - イこここロロ「ロ
何 料 種 ミ臼 形 人 ，19 1 小 大 ·中 胚 I * l '卜 小 ノ9< '1J I /Jヽ

二：さ；：／
［三：」冒--E ＿ 叫 H | ［ IJ_ | +1 | | 」上し
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捨 蚊 序：， I I I l + I  I I I I I I I 
蚊 科 I I l l + I I l I l I I I 
品 虫 I I I l + l 」 | | I  I I I 
工 ビ cp:\la.) I • I I I + I l + I I l I I I 
工 ピ (aty.) I +  l + I I I I l I I I I I 
ガ ソ I マ ル ス I ! + I  I I I I I I I l I 
糸 虻 蛉I I l I I l + I  l I I l I I 
ヰ モ リ I I I 

I 
ビ I I I I l I l 

沈 水 杭 狗 I I I I l + I  I l I I 
前掲の各表に よ り 各魚種の 各 閣形群が抵取する季節別の餌料の全種類

が 判明した 。

次に 、 盟形 、 季節の如何を除 外 して 一種の魚族 が周年を通じて抵取す

る餌料の全種頚を魚種81Jに表示すると第八表の如 く である。

此の表は同時に重要魚族 十六種によつ て 揖取される餌料の全種類を も

示すこと し なる。

第八表 （魚種別 の餌料種類の 一 覧）

三餌 料 稲 類

コ 1::マウ ヒ Jヽ ホ スヮ イ ギ ナ ウコマ ＾ 
ソラ ル グア プ プ ガ モ モ タ サ マ ナ 計

ユ・ ス1:: ナ ナ ヒ l:: ヘ スロ ロコ ヵ ザ ギ ズ ギコ

I • 魚 類 I 1 1  1 1  I I  I I I I I I I I I I 
マ ス I 1 1  1 1 1 」 l I I I I I j I I i l 

コ ア ュ ( I:: ウオ を 含む） 1 にI I I  I十し I l+f 1 1 1 1 |+ 1+ 1 6 
ヒ ガ
ノ‘

ノ＇、

ヮ ク

ヒ I I l I I I j I I j l I I I l+ I ! I 

� I I I I ! l I I ド| | | I I十 し l I ,  
ス I l+ l I I I I I l I I I I I I I I I 

力 I l l I I I I f 1+1 1 I I 1+1 1 l 2 
( 40 )  
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言二：：― | l＿:l+| ]]]]]]:[!]言―l]:
靭 ＿ ＿翅 -----I I_ _  I」土しI_ 1 1 |ナ-|.-| 1-I」」→叫1 ] 1 5 

ニニ［口：［青汀賛冒
4· 甲 ー立狂＿＿＿ー ・ __| |」 」」」 ,-1_ しし1」_[C ll 「
エ ビ (P虫）＿ し1十し1」」? It |七し1±.1.±i」±.1且lI21エ ピ＿（？り）＿しし」＿［ しi l卜［」十―-I L|＋し1:I+l+l ,.,
テ ピ＿しI土I上尋山叫叫山l 3|

ニガ ニ マ＿Jレ A-―l」叫Iナ比I土し叫基山］ァ ＿＿セ ー ル一ース ー 1 1+ | | | | | | | | | | | 1山」上

+:i/J 物 性 浮 液 生 拉 」よI+l玉I+_l十一士 I
ー
＋止1よし

一

心

這・ニ＿他 仁塾JL_I ―l」」」 |_ 1 _ l ＿しI_I_I」_l」_1_|
糸 ー一竺 蛤l _|」tし1 [l . I」 | | 1」」土し1 |+[ 

ー ニデ 0 セ フ ア フ 1よし1」-LLし＿IJJllLL1..!.

蝶 ＿ —-一 縣 ＿1ーl_ l_1」」」」」」」 I」 I I上I_!_
l 水 堕 ＿迫 ーーは＿」」」］＿日」」」土[1+1-IT_!_TI

汝 水 海 綿 ― | 1 I I I+|」」」」] I」」」」上
，一亙典＿屈 ノ 休 ぷ• _[ 1」」 1-!-l」」 | |」」』|」」」3

漁- 卵 _|且|_|_LJ」」」」」」」」」_|L
b. f← - _J」」」」」」」」」」」」J]」J_
セ ン ニ ソ モ ！一国」—+l l」七1」」 し1J_[土l」 5

1 セ キ シ ョ ウ モ 」」基［l」山」」止l」」 しエ ピ ， 土＿1」」」 l I I )+ [」」」土1JJJJi
ド�サ モ I I l l l+ 1 | _1 | 」 l-t-i-J 1」」」」

マ ツ モ 「l I」口上」」」且上山」 ・
( 4'.? )  



せ．― | 1..L しI _ + .十·+ 1 ]] ナI _ ..., 1 ·l- ミ

一絲 ＿ 藻 | I I I 1 I ,. I l !:t-1 I+ i .  2 

藻— · 碩 ＿［ ！叶 J.Jj-LI±し I 1J_[ |]」 | 4
7． 其 ／ ←＿ _ _ | 1 」 1 J lLl 1 |  |」』]」]|

―

一砕 屑 卜 藻三 しLJ十ししLJ土LW占IJ_ 1_l主

砕 ＿
、

屑 [—+I LU□山LI-士I+ l l | 8  

魚 ―-9J_|_|土LLLI I J ーし1] しいに1 1 4
」：1 ← — ; | | |  ] 1 1 1 | | )] 」 I_ I+! I l I 

一倦 且 J 限 I i I I I I I I I I l ll|土U_I上
砂 ・ 粒 !+ I I I I I I I I I I l . 1  I I I I r 

． 計 1 1 ``2124贔I24し』，い1, くい1心lz2..4

沈 水 植

• • 

表に 示す如 く 多敷の魚梱 に よ つて推取され る 餌料は、魚類では （鯉科に

隔ずる ものは不詳） コ ア ュ （ 氷魚 を 含む ） イ サ ザ、 ヨ シ ノ ポ リ 、貝類で

．
 

は、ヒ ラ マ キ ミ ズ マ イ マ イ 、 カ ハ ＝ ナ、水棲昆虫の成虫財］以外の も のでは

蛉蛎 目、 毛翅 目 、双翅 目 （主と して揺蚊科） 甲 殻類では、 で ど ( pala.)

ガン マ ル ス、動物杵浮滸生物 、 其の他の動物では、糸直餞弘 沈水植物で

は、 セ ン ニ ン モ、七 キ シ ョ ウ と、 t 'ビ モ、其の他では 「砕hi と 藻頓 J と

で ある。

次 に 魚種 別 に 矮収餌料の祁類敷 と み ると、 コ ア ュ、 ヒ ラ ／ ナ の 二稲 を

除く以外の綿て が雅 多 な 餌料 t卦岳収 し·1しの首位を 占 め る も リ）か 「 ギ ギ 」

であることが判る。

( 5 )  :F. 餌 料

各魚種の 各季節に 於 け る 儒形りllの主餌料の種類、 並び に ／窄卵期 に 於 け

る性別の主餌料の稲類は左の 1 • 六種の表 に示さ る L が如 く で ある。

＊餌料の記戟の ない も のは既述の通 り該季節の試料採取尾数 合計が五

( 43 )  



尾に達 した かつた も ので あ る 。

第 九 表 I ． 士 餌 料 （コ ア ュ ）

三---- 季 節 春 ＜ m· 秋 冬

庄� 卵
I

前!? 
産卵後主 何 ；～ミし？一 大 I ,1ヽ 8 1 9 

独 物 性 浮 池 物 I + I l + I I I I +  
砕 屑 卜 藻 類 I I +  I I +  l + I I l 
砂 粒 I I I I I I + 1 ·+ I 

第 力、 表 2. キ 餌 料 （ マ_!-)

＼ 季 節 春 夏 秋 冬

主 餌 ;「--9」: 吋叫叶稚 叫Jヽ 青和1叫Aヽ 吋叫小
コ ア ュ （ヒウ オ を 含む） 日 I I I I I I I I I I I に1
イ サ ザ 1+ 1 1+1 |』 | 1+1 l +l l 1+1 1 
9ヽ ゼ 科 魚 類 1 1 1 1 1 1 I l l+I I 1 1  l I 
埒 蛎f 日 I 1 1 1 1 1  1�1 1 1 1 1 1 1 1  
蛸 蛉 目 1 1 l 1 1 1  !+ I l 1 1  l 1 1 1  
毛 翅 目 1 1 1 1+ 1 I 1 1 1 I I 1 1  I I 
双 翅 目 I I I I I l I l+ I I I I I I ! 
描 蚊 科 I I I |」 | | | I  I I I I I I 
カ・ ソ マ ル ス I l + l  1 1+1 1 1  I 1 1  I I 1 1  
ア セ Jレ ス 1 1  I 1 1 1 1  1 1  l 1 1 1+ 1 
フ

・

デ ロ セ フ ア ラ I I l+ I I I l I I l l l I I l 
藻 類 l I 1 1 1 1 1  l |➔ I I I I · 1  I 

第 ・九 表 3. 主 餌 料 （ コ ヒ ）

1-口：；：；」（日：：位髯嘉□喜髯�I
( 44 )  
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． ． 

主

砕

＼ 

．
 ‘� 

口モ ノ ア □I::__ !- [」」」]]-l_；ー 一丁 一丁

―

ー：＿ メワ タ こ
一

ロロ
り

汎］
ミ ヂ ソ マ メ タ ＝ シ 1 」 いい」［ロロロ

�- 、 ジ ．ー ミ I + •し 1 _ : |_| 1」 l · -l」- 1」」-| 
E 一 翅 ニコニ 凸基し1 -I I I I l I 
陥 蚊 科 」 九 Ll し1」：ェ［口I」―­
セ ソ ニ ソ モ しに］ 1 | 1 1 1 1 1 1 1 ．卜 1 1 

ーセ キ シニし？ モ 1 | ]」 | 」--|Jilll]
＿迄 水 hしゎ＿l＿1- | l」」」」」」」工1」」

石 見 ． I ー ・1 1 1 1 1 1 1 1+1 I I I 」 | ,

第 JL 表 4・ キ餌料 （ ヒ ラ プナ ）= -==-�— - -

何 ：ロバー` ｀｀｀屑＿ ーート 藻 類 ー 1 I•土 1 +LJ1ー に1+I_1土し I正 1+1
第 1L 表 5_:_ーーキ餌社』 マ ル ブ ナ ）

季 節
ごニ

―
骰 形

主 餌 料
｀― ―`

揺 蚊 」に こ］］］ I I I ITI | | + | 1 
勤 杓 性 浮 iit 生 物

． I ＋ |+し| | 十卜1 +h | |+LI十し 1」
苔 虫 類 ノ 休 芽 I l I I  I I I I I I I | 」 I
砕 屑 卜 藻 類 ！ ＋ 1＋ 1+I I+|+|+|+!+1.+1+ | + 1 + 1+ | 

坑 九 表 6. キ 餌 料 （ウ グ ヒ ）---- -

主～二こ料キロ＿；： 二中 IJヽ冒大：亡、
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コ ア ュ （ ヒ ウ オ を 含む）ー[ | 1ー』 ！―| ilill．．LJI-L 
イ サ ザ 1 , 1」 1 ↓ 1 | 1 | l」」」ナL
水 棲 一 品 典 ＿ I I- | .th1」-u」」」」」」」
ガ ソ マ ル ス 1 ・ト はLJJ」 | w |」」-
勁 物 性 浮 猫 生 物 I I l ll lJ」+l+ I 1 1  J I 

．
 主＿

堡

毛一

描ー

ガ

第 九 表 7． 主 餌 料 （ ヒ ガ イ ）

～＼一 季 節 春 夏 秋

餌ー 料＼ り ：I 89駈1叫二Iる
J_|J_|_l」土

翅 目 1 + 1 日＋に 1」」」 I+
蚊 利• I I I I I 
マ ル ス I 1+ 1-[ill]]] 
第 九 表 8． キ 餌 料 （ ハ ヘ ）

ー ・ ● → 

l 春 l 以 1 秋•一
1 | 

主 餌 料 ー 」 �I虹四＾門'J・1 大

好 絣i [l__|上LI」」」』|]
毛 翅 目 I 1 1  1 1 1  l I I I  
揺 蚊 科 1 十 に l +l ·_ l+ I I I I 
水 棲 昆 虫 1 1 J I I l]]] 
動 物 性 浮 協 生 物 I- T l  1 1 1 1 1 + 1 1  
沈 水 杭 物 ＿I_L IJJJJl1
砕 屑 卜 藻 類 i 「171l | | | | 

第 九 表 9・ 七 餌 料 （ ハ :;,_ )

ン＇

曹

I
� ｀ 季 節 春 夏 秋 冬

主 餌]:9ご 疇81, h|小い」卓 III、I虚 I/J ヽ
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-- - -. 
王 くヒ ウ オ を 合む）ー［口］］」 Ill に 1 | lt 

ヒ 科 魚 ． Ij | +  l ，国］ 戸n↓ ' i
こ—□_|_1二LI-L[LI+[ I

-”〗_|·—!」」・疇！：：し 1ーし 1」」」_|_|-|-
碩 1 |JJ I | |  | | + |  l | | 

蜆 ーu_'上ーし1」 L[ 」」IJJ」」」-
坐 日 ー一上且 I I I l i l | | | l. l 
蚊 科 I I 1 | 1+ 1  | | | 1 | | | | 

＿ ピ ＿（pal..t)_—□1]ー一二」汀「I-[
ビ ＿（；9tap) I I I I | | | | | | |JJ」

ピ 1 | | | | l l | + 1  | | 
性 浮 油 生 」ェ I I 言I I+ -l ― | +l | I-―[+「I .|

第 九 表 1 0. 'l:餌料 （ ホ ン モ ロ コ ）

·-
------- ---.:::: 

圭 餌 料

ヨ シ ノ

搭 蚊

水 楼 比 虫 口「「口」 1 1 | |- - I_| - -
エ ピ I 1 1 1 1  I I l I I I I l + l  

！ ガ 、ノ マ ル スー□1
―

|lT」] | | | | | .卜 | |
― 

1 動 物 性登聾 生 牡 · | + | 1＋し 1 |叫 は1 | 1 1 | 
第 ）L 及 I I . 主餌料 （ ス ゴ モ ロ コ ）

------- 季 節 1 春 l 又 秋 冬

主 餌～ ヽ；マ竺:

―

| 8 9勾I'心l巫言］塁
ヒ ラ マ キーミ ッ・ マ イ マ イ i 」 | ` | l+ i | 1 | | 1 |

― 
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ヵ ー ワ ＝ ． ナ—―I I • 1 | | | .I- |  | | 1 | | 1：し
-- ←ヂ ン マ メ タ ー＝ シ 1 ！ ↓上□」上し1」」』 _
L 揺＿＿こ—社 ＿—＋ い」」」 日 LJJ且

エk_
—

：
↓t - 三：ロニl

ガー ン ー マーー とに _:___ . よ．土土 ―_I_ I _ ! _l • _ Li�tl』
仙 りり 性 浮 協 生 りり 1 : I l |--[i |J_ -'- i• 1 | | ト ・1-

第 ＿凡．必 1 2. キ ． 餌 料 （ ワ タ カ ）

--- -- - ---
＼＿ー ニ ー・ ～一見l 春 夏 秋 冬

_t 旦ー こ口□百I叫小 大 中1:、にF
水 ＿棲 比 虫―|_I I I f-| | 1 1 1 | I

汀

「
＿励＿物＿性＿浮 訪 生二序＿ 1 1 1 | | | | L I I 「「I

―

セ 乙＿ニ ソ モ I + 1 | ＋し 1 | | 1 | I I I 
セ キ シ ョ ウ モ 1 | | 1 1 |+| f-|+1+ 1 -}-l | |-t | 

第 九 表 I �・ 七 餌 料 （ イ サ ザ ）

l- ―--
＼ 季 節 春 夏 秋 冬

1 へに：こロニ心にこ、ロ
イ サ ザ I I I I+| 1十しl .I
＾ ゼ 科 魚 類 OJ]]]] 日 w

ー！l！浮―--!l[!li［ 類 I ＋ | | 1 1 1 1 1 1 | | 1 | | 

ト：pala: J

+ 

I I
+
1] !」 | | | | | I I 

ガ ン マ ル ス ーュ」」土1 1 1 | | h| l l t-し1
・位 浮 協 生 物 LJJ | 卜| 1 1十 し」 1 + |」 | l 
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．
 第 九 表 1 4 主 餌 料 （ ギギ）

季 節 春 夏 秋 冬

ュ i！［ 口::Ì 中|,J、LK丑髯詞，Jヽ

-好--｀ 巖 ＿ コー 1 1 |  1 : |+| 1 1 | | l  | |
― 

幼 蛉 n | 十 LI l』 Ii刈 1 |』 | l l 
—―翅 H_ I + |』 |+l 叫辻いし1 | 1土1

双 翅 目□□正］］［しI」」 I」』|_i:
--:.:c. --: 

(pal: I I I l l I」 11」 [l I I十l
工 ビ ( aty) __ 1 | | | | 、| | 1+ | | | | | | 
エ ピ I I 1 1  l 1 1  l I 1 1+ 1 J I 
動 物 性 浮 湘 生 牝 l I 1 1  I I十し1 -1 1 | | | 

第 }f.. 表 I 5 主 餌 料 （ ナ マ ズ） -- --
主 餌 ：コ＇

王凸1喜只芯コ ヒ · 科 魚 類 ＋ 1 し1 |』 |+ I LI I | 1 
＾ ゼ 科 魚 瀬 1 | 1 1 | 1 ニ［］―

： 蛉 ー：」」［月□十叶且且

： ： （口□言「l+ l l+| l l l 
ア セ Jレ ス l + 1 1+ | | 1 |' | | | | | 1 1 

第 九 表 I 6 圭 餌 料 （ ウ ナ ギ）

|:\;;—；日ふ、 I:]]::」に五I
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ヽヽー← ・�ヽ

コ ヒ 科 魚 類

蛸 蛉 目

節 蚊 科

工 ビ (pala) 
-~-

ガ ン' マ Jレ ス

l I I l I I I 」 | r I I 
| | + |  | | 1 | 1 | | | 1 

l il ］斤□-l
l | + | -| 」 」 | | | ] I  I 

前掲の各表に甚 き 魚橿SIJに左の三ijf項に就て記する こ と .I. する
｀
ー
、
ー
、＇'ヽ

ー

2

3

、,‘
、,'‘
、’し、

各堕形群に於ける季節による主餌料の雙 ft

各季節に於ける各阻形群間l)主餌料の柑遠

産卵朋に 於ける性別 に よ る主餌料の相違

， 

註 （I) に就て It之が原l.i;i を 論議す る 必要 を 認め る が (2) (3) は之 を 認め な い 。 何と

なれば (2) は成丑に伴ふ主餌料の変化に捻る 所が大であ り (3) は論議の域 を 蓬か

に紐えた も のと思料す る か ら であ る 。

コ ァ ユ

‘,'·
、
�

1

2

 

、.,‘
‘,̀̀

一年魚であるが故に云 々する要が た い

夏季の大小雨形魚の主餌料は全 く 柑違 し て 居る

(3) イf し な Vヽ

産卵 後の コ ア ユの試料採取尾数は雌雄 と 含 めて七尾に過 ぎす雌に至っ

て は僅 か に 二尾で ある。 主餌料決定の規約からみれ ば雌D主餌料は決定

し得な い筈 で も ある し、 更に此の二尾に よる結果は 1 砕屑 と 藻類」 と 1

砂位」 と の｛卜在率が1n]様 で此0内から 「 砂粒」 のみと取 り 出 して 主餌科

と するのは妥泣 と ぷ く 嫌がわる。 然 し乍ら森卵後の コ ア ユが砂粒 と 暮 ら

磁収する こ と は本縣の ア ユ漁莱躁係者のI川に於て は周知の出賓 で め り 。

此の編 に産卵 後の コ ア ユが俗に 「砂喰ひ」 と 梢せ ら れて居る こ と から考

祭する と 不部合はな い も の と 思はれる。

C so ) 



.r
 

•
 

尚、 コ ア ュ は営JK試で凋査した所iZ: よ る と 多 く は 一次 と ＿ー、次 と の二同

に互つて産卵し一次卵の放出後、 営時は甚だ未熟であ つた二次卵が次第

に成熟 して再度0南卵を行ふ否性を有して居るのであ ろ が、砂粒を描取

する現蒙に就て は次の二様の場合が名へ ら れ る 。 nnち （ イ ） 二次卵の放

出後に始 めて現はれる。 （ 口 ） 一次卵の放出後に も 秤時の間は埋は れ其

の後更 ら に 「砕屑 と 漢顎 J と を採取 し 而 力 を恢復して 二次卵 を 成熟床出

し後は専 ら 砂粒を振収する。 以 I:の二様の何れが員官の も ので あるか は

秋季の採策が回散、 尾藪共に 僅 少 な 霰に断定する こ と を得た いが、力常場

技師村 上秀次郎氏は種 々 調査 さ れ たる結果 と して （ 口 ） の場合を肯定し

て居 ら れる。 （ 口 ） に従へぱ秋季 コ ア ュの主餌料 は次の如く雙化する こ

と L た る。

第一期 （産卵前） は 「砕屑 と 藻類 」 第二期 一次卵産出後は砂粒、 第三

期 二次卵産出 前 は 「砕屑 と 躁類」、 第四 明二次卵産出後は砂粒

註 (I ) 砂粒話取現象の原因は生殖時期に於け る 生理的臭状に存す る の か も しれな

いが、 之か ら生ずる 二次的の も の と し て村l:.氏の甘の如 く 多泣の卵、 精の放出

に よ る 骰重の減少 を 捕充す る 伐 と も 考へ ら れ る 。

一般に ア ュが成長に 伴ふて餌料を変化する理由 は現在で も ま だ判然 と

しない様 C は あるが、 本調杏の結果及び 其の他か ら 察すると t と して匝

會 の成熟に作ふ生理的の 要求に よ る も の 上 如 く である3

／＇ マ ス

( I )  大形魚群には季節的笈化が存した い様で あるo ガ ン マ ルス は他季

節に も 若干指取せ ら れて 居る項賓から察すると 供試尾数の如何に よ つて

は夏季の主餌料 と はな り得たいか も しれぬ。 本槌の中形魚群に見 ら れる

喪化 は ガ ンマル ス、 ア セ ルスの何れ も が姪む湖では浅所 よ り 深部に至る
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迄一様の密度で分布して居る こ とから考察して 之 は根本的な も のとは思

はれた い。 小形魚群の雙化は開の成 長に伴ふ雙化 と も 見受けられるが或

は供試尾藪の僅少に原因する も のか も しれぬ。

(2) 大 中の雨形魚群は魚類を主餌料の 一 つとする貼では略 々 同様であ

るが其の餌料となる魚種 は相違し大形魚群では イ サ ザ、 中 形魚群では コ

ァ ュ （ ヒ ウ ヲ を含む） で ある。

r是等が相互に 置 き 換へられ得 る か否か は判然としないJ

小形魚群は一年は大小の 雨形魚群に一半 は稚魚と大中雨形魚群とは全 く

相違して居る。

(3) 若干の差異が存して居る。 雌雄と も 主餌料の 一つは魚類、 特に イ

サザであるが他の一つが雄では 「水棲昆虫の成虫期以外の も の」ヽ 雌で

は藻類である。

雌雄を通じた主餌料は魚類 と 薇領とな り 秋季の大形魚群に比較 し 藻類

（緑藻） が加はる黙が異るc 斯様に藻類を主餌料と する現象 は他の何れ

の季節の何れの閤形魚群にあ つて も 見 ら れぬ こ と故注視に償する是は卵

を成熟せしめる必要 ヒの措収 と すれぽ榮養準の立場から或は首肯 し 得る

こ と ょ も 思はれる。 産卵明のマス 、即ち ア メ ノ ウ ヲ は開内の生殖巣が成

熟膨 大する区に消化管は限縮せられて腸の 如きは冥 田紐状に扁平とな っ

て居る。 胃 部 も 狭小で普通のマ ス に往 々 見られる胃 部の筋肉壁が薄紙状

を 呈する程の飽食は決 して認められた いが然し従来謂われる ア メ ノ ウ ヲ

（即ち産卵 明の ピ ＾ マ ス ） の胃 中には挺食物を見ヤといふ こ とはた ＜ 挿

取量が甚だ僅 少に止るので ある。 そ して是は一雌に於て特に著るしい一

生殖巣の膨大化から考へれば窯に無理から ぬ こ と ょ 思はれる。 洞爺湖の

調 杏による も該湖のヒ メ マ ス は産卵 屈に際し て も 相賞雄の振餌をたす由

で ある。
( 52 )  
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註 (I) 川端重五郎 琵琶湖産魚且類 四八頁

(2) 北海道水産試験場 水庄調査報J�j• 第三十可．冊三八頁

r • 

コ ヒ

(1) 愛化の状態は 大 中 雨形魚群共殆ん ど 同様で あ る 。

秋季に於て 「水棲昆 虫 の 成 虫 明以 外 の も の」 が主餌料 と た り 得な い の

は該動物の該季節の出現屈が年中で の最低位 に 存す る 為 ら し い 。 採集地

域た る 湖南部 に 於 け る 該動物の季節別 附 現李 を 求むればた の如 く で あ る

春季ー四 ・ニ形 、 夏季 一 九• 四 ％ 、 秋季 五• 九 ％ 、 冬季― ―• 七％

夏冬の雨季 に の み砕屑が或は 大形魚群の冬季 に の み沈水植物が主餌料

と な る の は 其の原因 が根本的な も のか否か判明 し な い 。 小形魚群に 闘 し

て も 前1 同様に 謂ひ得る が春季に 水桜昆虫の 成期虫以外の も のが見 ら れぬ

の は 或は 春季の尾数が他季節に 比 し茄かに 少数た 為か も しれぬ。

(2) 稚魚 以外の 各閥形魚群は 殆ん ど 同 じ で相違の 存 し な い こ と が判か

る 。 尚 、 夏季D稚魚は僅か 二 尾に ；〇 ぎな い が他季節の採 駆が皆無た の で

主餌料の片影 を 卸 る の術 と し て 敢て 取 り 入れたので あ る 。

(3) 全尾敦 ー 一尾 中雌が唯の 一尾 な の で 到底之 を 決定 し 碍 な い筈では

あ る が 然 し採集地の試料採取 魚 三 尾 ( 8 二 9 -) に 就て比較 して み る と

格段の 相違は 存 し な い も の L 如 く 窺はれ る 。

檜
ヒ ラ フ ナ

( 1 )  (2) (3) の 何れ に 於て も 雙 fヒ 又は相違は 存 し な い 。

＇、 マ ル フ ナ

( I ) 大 中小の 三悟形魚群が 各季節 に於て 勁物性浮滸生物 と 「砕屑 と 藻

頚 」 と を 主餌料 と し て 尼 る が之 に は 若干の考察が典つて居 る 。 「存在李」

の ニ カ法Dみ か ら 決定すれば 各閤形魚群の何れ に 於 て も 季節 に よ つて 此

の 二餌料が相共に 、 或は 其の何れか 一方のみが主餌料 と な る ので あ る 。
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然 し 「少 し注意する と 」 主餌料と な り 得た かつた他の 一方 も 相嘗の率 を

以て出現 し て 居る こ と I'z:: 氣付く っ 恐らく そ の揚 合他の一方の餌料が主餌

は と た り 得なかつた原因 は根本的なもので た く採集 ーI:の不儲に よ るもの

すので あら う 。 大 形魚群は 「水棲昆虫の成虫明以外のもの」 を 主餌料 と

因るか否かの 黙で春冬二季 と 夏秋二季 と の間に相 違が見られるが是がな

春冬 二 季に於ける動物性浮滸生物の 出現数盤の減少に騎せ し むる こ 原料

と L する。

小形魚群の秋季の 「苔虫類の休芽」 は 「砕屑 と 藻類J と の揖取食時に

偶然混入 したものであら う 。

(2) 稚魚以外の各悟形魚群は殆ん ど 同様で相違は存 しない。

(3) 認められた い。

ウ グ ヒ

( I ) 季節別の主餌料の全部が判明 して居る大形魚群のみに就てみると

春冬の二季と 夏秋の二季 と は全 く 相違 して居る。 動物牲浮滸生物の主要

種類なる Leptodora の苔性か ら 考へる と 此の相違は根本的なもの と 思

はれ、 春季の 「水性昆虫の成虫明 以外のもの」 に就ても同様に考へられ

る。

(2) 大中の雨形魚群の間には若干の相違が認めら れるが此の内で魚類

が冬季に於て中形魚群の主餌料 と な り 得るに拘はら中大形魚群の主餌料

と なり得ない原因 は雨形魚群の採集尾敦の差異に靡せ しむべき で あ ら う

か。

▲
 ..
 ．

 

曹

ヽ

(3) 認められた い。

ヒ ガ ヒ

( 1 )  大中の雨開形魚群は四季共に 「水棲昆虫の 成 虫期以外C)もの」 を

主餌料 と し之が主要種類も毛翅類 と 揺蚊科とに限られて居る。 秋季にの

( 54 )  



み 貝類 が大形魚群の主餌料の一つとなるのは主要採集地なる湖南部に於

て比の季節には 「 水棲昆 虫の成 虫 期以外のもの」 か減少する偽か と 恩は

れるc こ れはコ ヒ の場合と同 じ であ る。

(2) 秋季の大形魚の 貝類 を 除 け ば他は総 て 同様である。

(3) 性別による相違はガ ンマル 人 が主 餌料となるか否かであるが是は

雌雄の間の採集尾敷の著るしい差異に鑓因す る もので あ ら う 。

註 （1 ) 湖産の ヒ ガ ヒ は外見か ら大別す る と 頭丸、 紅虻 、 ア プ ラ ヒ ガ ヒ と な る 。 前

二者の骰色 It ヒ ガ ヒ と しての囲通色であ る が ア プ ラ ヒ ガ ヒ は褐 色 を 吊す る 鮎で

甚だし く 相迩 し て 居 る 。 ア プ ラ ヒ ガ ヒ の産額は ヒ ガ ヒ の全肱額の約一0％で、

商品債値は前二者に 比 し少 し く 劣つて居 る 。

本回の調査時に ア プ ラ ヒ ガ ヒ と し て の試料採取足数は各季節の各骰形魚群 を

通 じ て僅か六尾に過ぎな い の で之が餌料、 主餅料に就て記す る こ と を 差し控ヘ

た 。

＾ ヘ
(I) 四季締の主餌料の判明 して 居る大形魚群に就てみると 「水棲昆虫

の成 虫 胡以外のもの」 し他に秋季には 沈水植物 、 冬季には 「砕h!fと藻頚

」 が各一樋宛弔加 し て 居る。 此の哨加 した 二餌料は主餌料とな り 得な い

他季節に於ても若干〇存任率 と 示 し て 居る こ と か ら 考梨 して 、 尾数及び

採巣埴数の如何によつて は 成は主餌料 と な り褐 るのかも しれぬ。 然し秋

冬の二季に於ける「水棲昆虫の成 虫 期以外のもの」 の出視数且の逍戚に

原因するものとも考へ ら れて判然と し難い。

(2) 少く も冬季では大中の雨佃形魚群は同様で、 及季では大小の附髄

形魚群は全 く 柑違して居る。

(3) 認め ら れな い。
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＾ ス

(1 ) 大 中の雨形魚群の何れにも若干の愛化が見受け ら れる雨群共 各 季

締を通 じて其の主餌料の一つは 魚類であるが季節的には其魚植に若干の

愛化が認めら れる季節によ り 動物性浮狛生物「水棲昆 虫の成虫期以外の

もの」 エ ど等Dものが主餌料とな つて培加して居るが、 エ ピ を 除けぱ他

の二 餌料は夫れ笞の有する習性か ら 考へると酋1,fに偵する。 従つて此の

斐 化の大部分は根本的なものと推祉される小形魚群の愛化も同様の理由

により根本的なものと謂ひ得よ う 。

(2) 相賞程度存するを認める

(3) 存した い

ホ ン モ ロ コ

( I )  大中 （中形魚群の「夏季」 は不明である） 雨形魚群共に冬季のみ

が他季節と異つて 居る。 本釉、原族が冬季には湖の深底部附近に移動棲息

する専責か ら 推崇 几しば 此の複化は根本的なものなのであ ら う 。

(2) 大中雨阻形魚間には相違殆ん どな く 辿等のガ ン マ ル ス とエ ピ揺蚊

科幼虫 と は凸聞の棲息編か ら 考へ る と父且 に 凶 き 捩へ得るものと察せら

れる。

(3) 認められない

ス ゴ モ ロ コ

各閥形魚群DfnJれに於て も 四季茄の主餌科の判明 したものはな いo 然

し判明 した範困では(1 ) の髪化及び (2) ([)相述が相盆に多大なもの と 謂 ひ

得る。 —此の皮化及び相迄は本極魚族と各餌料生物との習性上に根本

的 な し叫』 が在るとも杉へ ら れる。 然し乍 ら 再考すると斯 く 主餌料の穂類

か雑多 で、(1 ) の皮化 (2) の相述の程度の大なるは本樋魚族が成る一定の
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範園内の も の な ら ば其の種類の 大部分 を 同 じ程度 に 振取す る も の で あ つ

て 、 紐に現はれた結果は 採集上 の 不 備 に 基 く と い ふ こ と も 考へ ら れ何れ

が正 し い かは 明 ら かで な い 。

註 底棲或11 底部71'<府楼息の無芥椎勁物群中の若干種、 gP ち らk棲昆虫の成虫期

以外の も の」 ガ ン マ ル ス 、 エ ピ、 且類、 動物性浮i辟生物 と な る であ ら う 。

(3) 認め ら れ な い 。

ワ タ カ

( 1 )  大形魚群は 不明の冬季 を 除 け ぱ他の三季節の 間 に は 嬰化 は 見 ら れ

す 、 中形魚群は 春季に の み 「水棲昆虫 の 成 虫 以外 の も の」 が加つて 居 る

が是れは 採集尾数に よ る も の か、 或は 根本的 な も のか判然 と し な い 。

(•2) 大 中 雨形魚群間の相違は 中形魚群1) 削記那項 を 除 け ぱ存 し た い と

見 ら れ る 。

（1：：） 認め ら れ な い。

イ サ 、．

大中 用形魚群は 共 に 匹季節の 主餌料が判明 して 尼 る 。 こ れ に 依 る と 雨

群の何れ に 於て も （ I ) の変化、 （2) の相違が相常 に 多大で、 前項の 「 ス

ゴモ ロ コ 」 の品合 と 同株の 二通 り の考へ方が な し i!} ら れ る 。 然 し 本魚種

の場合に も 共の何れが正い し も の で あ る か は 明 ら かで な い 。 後 の 考 へ方

に従へぱ 「 一定の範困 」 は イ サ 、、 、 エ ピ、 ガ ン マ ル ス 、 「水棲昆虫の成

虫期 以 外の も の」 動物牲浮沿生物 と な る ので あ ら う 。

(3) 雄の 尾数不足の 為 に 明 ら かで な い が柑違は な い様に 、思は れ る 。

ギ ギ

( I )  大 形魚群 で は 夏 季、 中 形魚詳 で は 秋季に 「 エ ビが珀加 し て 居 る 以

外は」 雨闘形魚群と も 各季節 「水棲昆 虫 の 成 虫 期以外の も の」 が唯一の

主餌料で あ る 。 エ ビは 雨 群 に 於て 主餌料 と な る 季節が相違 して 居 る 事質
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か ら み る と 採 菜尼敦の 如何に よ つて は 主餌、やIー と な り 1t； な い か と も 思は れ

る 。

（�) ： エ ピI)増 泊 し た黙 を」 除け ば 柑迩 す る 所は 大 中 〇 吊 閲形魚t
‘
畑1

で は 認 め ら れ な い。 又季I)み た 就て 名閲形、魚認 と 比佼すれ ば大中小の三

l:
、
に 同 様 さfi漁 ，よ 全 く 足窃 デ．群 と l1 1深 し て 屈 る 。

(3) 起 I)採東が怯祭JJ t．勺 に 言 ｝、とす る こ と を ft な い 。

ナ マ ス

( I )  大形魚詳 i)主飩＇卜可：］ ．9：几て 居 る 二芦却、 ！！il ち ・・fい1の 二季蹄 を 比

餃 す る と 径季に ア 七 ）し ス ー粒ぶ餘分で あ ろ が 、と が 莉 由 は 明瞭でな い 。

中形怠群は 四季節J)何れに 於 て も 其の 主価i;1が、魚類と エ ピ と の 二槌か

ら 成つて 、i，サ る が之に は マ ル フ ナ の堀 合 と l吋様に若干の考察が輿つて 居 る

存 在京の ニカ法7.) み か ら 決定すれば呑及0 .....:季の主餌料：文 エ ピの み で あ

る 」。 然 し 、 秋冬の 二手rC. は 魚類 5: JjL る こ と と ｀反季に於て は 大形魚群

は 勿論小形魚群 で さ へ ！ 、｛｛森月 を 主餌料 と し て 居 る 祁か ら 推 杜 す る と ヽ 巾

形魚 ，詐の 存又 二季1こ 魚類がキ餌．＇：
‘
｝ と な り 紺 な い の 注 恨 本的な も の で な く

採菜上の 不儲に 郎灼せ し む ぺ き も の と の結鯰に 到逹す る 。 尚、 エ ビ以外

の 底棲熙在椎勁物、 就中 「水棲品虫 ·l) 成虫 期以 外の も の」 が主餌料 と た

り 得な い の ぱ漁具の 一 芹泣屯K·こ• あ る こ と に 若 干は原因す る も ので あ ら う

か。

(2) 少 く も 、夏季に 於て は 大 中 小の で的形魚群悶lに は相述は存 し な い。

(3) 1了F1) 柑遠 を 認め 得 る が採足尾数の 不足の 岱 に 之 を 確定す る を得

な い。

ウ ナ ギ

( 1 )  中 形魚，位 D 呑 夏の二季 を比佼す る と 「水棲昆 虫 の成虫期以 外の も

の 」 を 共通 に は して 居 る が ガ ン マ ル ス と 工 ビ (pa!a) と の 何れか を 更に
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増加 して、国· る 黙 で相違して居る。 然 し此の 西種は相互に四 き 換へ得られ

るものと考へられる。 尚、 秋季の 大形魚の主餌料は漁具が臥のみである

こ とから多 少の影栂を受けて 居るのであら う 。

(2) 同一季節に於 て 二閃形魚群J)主餌料 の 判明 して尼る も のがないの

で何 と も言及す る を得ない。

前掲の各表により 名魚柿の各酌形群が振取する季節Bl}の主餌利の全槌

額が判明 した。

次に髄形季節の 如何を 除 外 して 一穂の魚族が周年を通 じて抵取する主

餌料の全樋頬を魚種別に表示する と 第 十表の如 く である。

第 十 表 魚槌別の ＊ 餌料稲類の一窃

•"
 

＇
 

―-:" -、 コ マ コ ， ヒ マ ウ ヒ ハ ^ ? ;Iワ ィ ギ ナ ウ- --

｀ ＼、 魚 種 名 ラ Jレ
サ マ ナ 計、、 ァ グ ガ モ モ タ

、 フ フ ロ ロ | 主 餌 料 稲 類 ‘

‘ヽ ュ ス ヒ ナ ナ ヒ ヒ ヘ ス コ コ カ ザ ギ ス・ ギ

1 ・ 魚 類 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1  
コ ア ュ ( 't •ウ ヲ を 含む） 1 |十 I I I 1..... 1 I l + I  I I I I I I I 3 

コ ヒ :.I・ 角． 類 I I I I I I I l l + I I ·• I l l + l +-1 3 

イ サ —ーサ, I I +- 1 1 1 1 ➔- 1 1 1+ 1 1 l l i- 1 1 1  1-
I 

4 

ヨ シ ソ オ ）） I I I I l I I I 、 に 1」 | I I ,  I I 2 

.,、 ゼ 科 魚 類 I l + I I I I I I l + I I l 旧こ
＇ 類―1 1. I II I I I [ ! I I I I 

： 且 類 ー I I l I I I I I I I I I I ! I 「|
―

ヒ ラ マ キ ミ ズマ イ マ イ l丁I I I I I I I | 卜 | |Tl] ]了
モ ノ ア ラ ガ ヒ 1 • I 1 ,- 1 I I I I I I I I I I I I I 1 

カ
ワ

ニ ナ I I i .,_ J  I I I I I I l + I  i I I I ! 2 

マ メ ク ＝ シ I l + I I I I I ! I I I I I I I I I 

ーミ ヂ ン マ メ ク ＝ シ 1」」d I _I I ,  I I 1+ 1 1 I I I 」 こ．
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マ キ ガ ヒ ' I I i I I I � I i I I I I l I I I I 

シ ジ ミ I I I +  I I I I I I I I I I I I I I r 

I I I I I I I I I I I I I I I I I 3· 水 枯 昆 虫

努 螺 目 I I .,.. I  I l I I l+ l + I I I l+ l+ I I I ,  
錆 蛉 日 1 |+ | | | 1 | 1 | | l l I I ... I | + |  4 

毛 思 8 I l + l+ I I I l+ I . l+ I I ·  I l l+ I  I I 6 

双 遡 ! l l t·· 1 | | | 1 | 1 | | | 1 |+ | | 1 2 

描 蚊 科 I I 4  | 』 + |  `|』→lt- 1� 1]]十し I I � I t i  

:]rlk ｛甚 昆 虫 I I I I I f .._I I 」 . U+ l+ l 1 1 1 1 ,  
4・ 甲 牧 類 I I I I I I I I I I I I I I l I I 

工 ヒ
・

(pala) I I I I I I I I I+! I l l+l+l+l+ I s 
工 � c,.,.,.) I I I I I I I I 1+1 I I I l+l l+ I 、
工 � I I 1 I I I I I l+ l+ l+ i I !+ I I I 4 

ガ ソ マ ル ス I 1 + 1 1 1 1+ 1+1 I .|
| 
土 |」 |+ l じl 7 

2 ア セ ル ス 1 に I I f I I I I I
―
|-17 

呻 ！！ ，I生 、浮 滸 生 物 し I I I J_,ーに 1 |+•にし 1十し I+し I I I IO 

,.  其 ノ 他 I 動物 I I I I I I I 1 - 1 I l I I I l I I 
フ• う：：� ロ セ フ ア ラ I l+I I I I I I I I \ I I l l I I I 

苔 虫 類 ノ 体 芽 I I I I に I I I ·l I I I I I I I I J 

6. 植 物 l I l 
I
I -I 
! 
I I I I 1 1 1  I I I I  I 

セ ソ ニ ン モ 1 1 1: -I I I l 1 1 に I I I I I 2 

セ キ シ ョ ウ モ I I l -.- 1 I I I ! I I I |』 | | | | 2 

y,I: * ti1f. � I I l+ I l I I !+ I I I I l I l I I 2 

藻 類 I l+ I I I I I I I I ! I l I I I l I 

7. 其 ノ 他 I I I 
目
1 1  I l I I I 1· I I I I I I 

亙 屑 卜 藻 類 1+ 1 1 +l i l+! 1 1 1 1  1 1 1 1 、4

砕
ヽ � l I l+I I j I l I I I I I 1 1 1 I I 

(
,' 

＊
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砂

計

， 粒 しl | |  | | | | | | 1 | 1 1 1 | 1 | 

じ j ( 21 I』 | 4 しは 1ふI8 L I 71 , 1ュ＼こ
表に よ る と 多 数魚種の主餌料 と な る 餌料の種類は 魚類 では コ ア ュ （ ヒ

ウ ヲ を 含む ） コ ヒ 科魚族 、 ハ ゼ科魚族 （ 主 と し て イ サ ザ 、 ヨ シ ノ ポ リ ）

貝領では カ ワ ニ ナ 、 ミ ヂ ン マ メ タ ニ シ 、 水桜昆虫の 成虫問以外の も ので

» は蛉堺類、 硝蛉頂 、 毛翅類、 双均頂 （ 主 と し て 揺蚊科）、

ピ (pal::i)

甲殻類では エ

ガ ン マ ル ス 、 勁物性浮湘生物、 沈水植物で は セ ン ニ ン モ 、 セ

キ シ ョ ウ モ 、 共の他では 「砕屑 と 藻頴」 で あ る 。

前 渇の 第八表 （魚種別の餌料種類の 一む ） と 比較す る と 糸賜l証が多数

魚種に よ つて 抵取 さ れ乍 ら も 共の 中 の 唯 一魚種の主餌料 と も な り 得な い

こ と は 注 目 すべ き で あ ら う 。

近藤氏は 桂川産魚荻凋 含 の 結 果 と して 貧毛類が同川 に饒産す る に も 拘

ら す魚族の 胃 内容物 中 に 於 け る 存 在 此 の t佗 少 な る こ と を 述べて 居 ら れ る

が之 と 一脈の逹閥 が あ る 如 く に 察せ ら れ る 。

次 に 、 主餌料 と 基 と して 頂要魚族 を 食性 別 と す る と 第十一表の如 く で

あ る 、 食性 に よ る 分矧は徳久氏の 方法に従った。

註

註

＇
 

( ! ) 近藤版二、 昭 和五年 コ ヒ 科数穂の天然佃料 （京都府昭 和五年第十二回全国

湖沼河 川炎殖研究合要絲の附録六〇頁）

(2) 徳久三種、 昭和七年濫獲及び水質汚祓の水産業に 及ぼす影響 （水産局7k賓

保誨1こ 屈 す る 調査附録一九ーーニニ頁）

六、 成長 に 伴 ふ 主餌料 の 髪化
各魚種 と も 小形魚群、 稚魚の試料採双尾数が僅 少に止 る の で此の問題

を 明確 た 決定す る を 得な い。 然 し判明 した範団で、 魚瓢別の大略 を 推定

すれば次の 如 く で あ る 。
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各魚種共、 孵化後の若干期間は 最初 に 附沿性或は 浮滸性の 微小生物 （

藻類 、 原生動物、 綸虫類 ） を 。 次い で枝角類 、 撓脚類 岩の 大形浮滸生物

を 主餌料 と す る も の い様で あ る が 之 に 就 て は 魚穂月1J に 記す る こ と を 省略

した。

誼易で飼育 し た 小鮎の孵化兒 は此の事fi を 立悶 し て居 る 。

コ ア ユ

冬季 よ り 翌 年 秋季 に 至 る 間 0) 主餌料の 愛 it が 面 ち に 成 長 に 伴ふ主餌料 く

の 要 化 と な る 。

第 t· ー表 食 杵 別 分 類

食 性 別 1 魚 種

食 魚 性 ホ 族 ［ マ ス、 Jヽ ス 、 イ サザ、 ナ マ ズ、 ウ ナ ギ

食 蝦 性 ホ 族 I ス コ・ モ ロ コ 、 イ サザ、 ギギ、 ナマ ズ、 ウ ナ ギl コ ヒ 、 マ ル プナ、 ウ グ ヒ 、 ヒ カr t 、 ハヘ 、 ハ ス
食 虫 性 水 族 ス ゴ モ ロ コ 、 イ サザ 、 ギギ

食 只 性 水 族 l コ ヒ 、 ヒ ガ ヒ 、 ス ゴ モ ロ コ

食 浮 性 水 族 1 ::t ア ュ 、 マ ル プ ナ 、 ウ グ ヒ ‘ .>ヽ ス 、 ホ ン モ ロ コ

食 藻 性 水 族 l コ ア ュ 、 コ ヒ 、 ＾ へ 、 ワ ク カ

食 泥 性 水 族 l :::Z ヒ 、 ヒ ラ プ ナ 、 マ ルプ ナ、 ハ ヘ

註 食虫性水族の虫は水棲品虫1こ 局す る も の ヽ み故記戟す る 要 を 認め な い 。

、(I) 骰の大 さ は穂て全位で現 It す 。 •

(2) 五廂 、 一〇糎 と いふ様に 仝必 を 明瞭に記載 し た の は正確に 五糎 、 一〇糎の

窓で は な く 、 前後又は 内外の語句が之l こ 附函す る も の であ る 。

(3) 話取は 箪l こ 抵J反す る の で は な く 主何料 と し て燐版す る 意味であ る ，

(4) 魚類 と 記 し次に括弧内 に コ ア ユ 年 と 記 し た も の は コ ア ユ が主要種類であ る

こ と を 示す。 他の生物に就て も 同株であ る 。

＇ 

^
 

マ ス

五糎か ら 「水棲昆虫 の 成虫明以外の も の 」 を 抵取 し 一五粧に 成捉す る
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迄堪扱する。 此の問而形に 應 じ 小なる時期は双翅類に島するものを、後

次第に 毛迅類、 姑蛉類 と 大形I)ものを措Jf1 する。 こ れ以 l: K 版長する と

魚Ji (イ サ ザ ． コ ア ュ、 ヒ ウ ヲを含む） を採収する。 魚煩の大さにも若

異がある。

コ ヒ

ブ；粍以 下の小形魚は 砕肘を匂取するc 以後は成魚 と fi'";J様の餌料 と な り

t 貝類 （ カ ワ ニ ナ ） I 水桜昆 虫 の成虫明以外のもの」 （ 毛翅類、揺蚊科）、砕

屑を磁：r1する。 閤形に 應じ 同 一餌料でも其の 大さには若干の差 異がある

•

 

ヒ ラ プ ナ

七粧以 ．l：に 成長する と 成魚 と 同様に 「 砕屑 と 藻類 」 を採取するが如く

であるが此の限界は マ ル プ ナの坦合か ら 推す と 今少し く 小形の時期 に 仔

する も のであ ら う 。

マ ル プ ナ

四～五租か ら 「砕肘 と 泌 朋」 を 揖収 し 七t匝 に 成長 する と 之に 動物性浮

滸生物が加る。 一五椀以 上 に 逹する と前記二種以外 に、季節に よ つては

更 に 「水桜昆 虫 の成 虫 叫 以 外のもの」 （箔蚊科） をも描取する。

ウ グ ヒ

十詞以上に成長 す る と 勁祝性浮祈生物、 ガ ン マ ル ス 「水棲昆虫の成 虫

期 以 外のもの」 （ 箔蚊科） 魚類 （ マ ス、 ヒ ウ ヲ 、 イ サザ） を撮取する。

これ以 下の小形魚に闘し て は判然としたい が 少 く も其の一つは 勤物性浮

ヽ i詐生物である。

ヒ ガ ヒ

五～ 六粧以 ヒ に 成 長す る と 「水桜昆虫の成虫期以外の も 0」 （毛翅類

椛蚊科） を、可逹5 tこ '!: つては 貝類 （稔貝） をも描取する。 これ以下の小

形魚は勁物竹；＇因詐生物 と 共D 一 つ と する如 く である。
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，，ヽ ヘ

-0糊以上に 成 長 した も の は 「水棲昆虫 の 成 虫 間以外の も の」 （蛉絣

類、 箔蚊科） を 、 季箇 に よ つ て は 沈水植物 （ セ キ シ ョ ウ モ） 或は 「砕屑

と 藻類」 を も 捗収 して 居 る 。

此の以下の閤形時 に は 勁物性淫i詐生物 を 稲取す る が如 く で あ る が 前記

の種類 を掘取 し 始 め る 桃換Ujは 不明 で あ る 。

’ ‘ ス

-0乃至ー五糎 に 成 長す る 迄は 動物性汗i/j終生物 と 1 •水棲昆虫の成虫期

以外の も の 」 （福蚊科） を 械取 す る 。 こ れ以 上 に 逹す る と 魚類 （ コ ア ユ

（ ヒ ウ ヲ を 含む ） コ ヒ 科、 ハ ゼ科） を 、 季節に よ つて は 「水棲昆 虫 の 成

虫 期以外の も の」 或は動物性浮滸生物 を も ！溺収す る 。 此の期の も の で も

開形の比較的小形 の 間 は 魚類の 一祁 を エ ピ を 以て 代へて 居 る 。

ホ ン モ ロ コ

生涯 を 通 じ動物性浮滸生物 を 捗取す る が六網以上の閤形魚は季節 に よ

り 、 ガ ン マ ル ス 、 エ ピ 、 水桜 「昆虫 の 成 虫 期以外の も の 」 （協蚊科）、 魚

類 （ ハ ゼ科） 中 の 一 、 二種 を 描取す る こ と が あ る 。

ス ゴ モ ロ コ

ハ粧以下の個形魚は ガ ン マ ル ス 、 エ ピ 、 動物性浮面生物 を 振収す る 。

こ れ以上に 成長す る と 新l記中の動物性浮滸生物の 代 り に 貝類 （ ヒ ラ マ キ

拿 と

・▼

ミ ヅマ イ マ イ 、 カ ワ ニ ナ 、 シ ジ ミ 、 ミ ヂ ン マ メ タ ニ シ ） と 「水桜昆虫 の 、
成1 9期以外の も の」 （揺蚊科） を 錨取す る 。

ワ タ カ

生涯を 通 じ 沈水植物 （ セ ン ニ こモ 、 セ ン シ ョ ウ モ ） を 採取す る が 十 糊

以 下の時期 に は 他に 動物性浮滸生物 を も 採取す る 。
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イ サ ザ

五棚以上に成長すれば以 後 はエ ピ (pa]a) 魚類 （ イ サザ）、ガ ンマル ス

を採取する。 こ の他に六 糎以下の開形魚は動物性浮滸生物をも抵取する

ギ ギ

-c粧以下の開形魚は動物位浮滸生物 を 採取する。 こ れ以 上 に 成長す

ると 「 水桜昆虫の成 虫期以外のもの」 （自舷蛉類、毛翅類、揺蚊科） と工

ピとを採取する。

ナ マ ズ

-0梱以下の開形魚はエ ピ を、 こ れ以上に 成長する と 前記の他に魚類

（ コヒ科、 ハ ゼ科） をも1蒻取す る 。 OO形と描取する魚族の閤形とは正比

例する。

ー ウ ナ ギ
— ~ = ! 

極 めて大略た推定を行ふと三十糎附近 を 境として、 こ れ 以上は魚類 （ コ

ヒ 科） を、以下は 「水棲昆虫の成虫期以外のもの」 エ ど、 ガ ン マ ルスを

振取する。

註 （I ) 放油す る 本種の種情は一五乃至二0測であ る 。

•

 

7 、 餌料動 物 の 被描取證形
各魚種の消 化管内に存在して居た 餌料動物の閤形は第十 二 表に見らる

L 如 くである。

勿論 こ れ以上の或は以下の侶形のものが抵取され褐ないと いふ諜では

た く、最も普通に捐取され る 開形とも謂ふべき である。

第十二表 餌料動物1)被揮取閤形

［ 餌料勁物名

I． 魚 類

被 毎 取 骰 形 1 何料動物名 1 被 姫 取 骰 形

I 2 • ji 類 I
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| コ ヒ

ノヽ4
 

4
 

（
 

ヽ
．．

 
科＿

ス

カ ワ ＝

I シ ジ
ヒ ラ マ キ ： ヅ

ハ ヘ ；（4．o\5•5h .4),4•5(1 •0） ； マ 位 イ 控0.3-0.1 2

ワ タ カ1<, 2.5 (0•22). I 3 ． 甲 口 類

竺 ク ナ ゴ 5• 4 (o．防 ） ．

ナ ・公高2・25(, . 1 ,) -0・25

ミ 1臼長 l •O -0.4改色淡因

ア セ ル スo.o、-- c,.02

ヒ カ・ ヒ
5, 4,5 ( 1 .5 ) ,  ・ ガ ソ マ ル ス1っ．04-0.o r 以下

らシモ：； コ|38 (05 ) ―- -1.:r.�:凸伍°°2

ク ナ ゴ 47 ( I ·o l  1乏-g r :Lty ) 0. I ←0•02 

ク ナ コ•|4 ( I .2 )  1 4, 7K IK1且 虫 I

？ 1, （四 2, "�;- 竺＿1'｝ 幼:1。.002

? _16.5 （四 l ． s ), (),□M -Jo.002 

サ ケ 科l | ；］；類三旦1。6-0.09

マ ス！ ？ ！同 蛹io.I - 0.OO4
コ ア ュ I
（ ヒ ウ ヲ を 合む ） ，6．5- I . 5, 6 ( I ． く ） 1好 絣 刃 幼 虫1。.06-0.03

1 碩滋幼虫
ー＾ ゼ 科 1 又 は 若虫I

I3-0.7, 6.5 ( 2•5 ), | •一

こ＿ サ ザ 4•C IO.() ） ， 妍 蛉 科I? •I -0.I 2

，，，， 1 , ．R（0.I ), l虹 艇 科1�

ヨ シ ノ ポ リ I3-I .m(o.m). 2(O I 2),1Y 娘 科L .5ー I . 2

? |2- I •5 1"一 翅 J。.oOI 以下

ド ゼ ウ 科I I 5 雑 I 

ド ゼ ウ 14.5(0.45)

、._

トが デ ロ セ フ ア ラ 1。•5ー0.28
上

註 I， 魚類は全仕 を 糎 を 以 て 示 す o 括弧 内 は特に配せ ざ る 以外 I"’m I: 瓦 1: 以 て

現 は し た も の で あ る 。 且毀 It�圧成 1”ma”＂： 以 て 、 ft直 を 瓦 を 以 て 示す。

其の他の勁物 I"9重の み を 瓦 を 以 て現It す。

前 表 に よ る と 魚族 は 大略全長ー0懐 に 達 す れ ば 他魚族の 霜 に 食害せ ら

る .1, 虞か ら 多 く の場合は 免れ 得 る と 潤 ひ 得 る 。

( 66 )  



＊ 

• 

貝類被掘取個形が一般 に甚だ小形である。 コ ヒ の主餌料なる カ ワ ニ ナ

lC就て みると殻高二• 五乃至ニニ• 五粍である。 コ ヒ の主要採集地の湖南

部で五 月 に 躙査した結 果に よ るとカ ワ ユ ナ の大小別の存在李は 左の如 く

で小形のも の L みを選繹描取して も 格段の不都合 は 生じない も のと察せ

ら れる。

大は殺高二0粍以 上 9卜は それ以下である

；言ミ竺9I 久 保 江 1 大 萱 ！ 平 均

大 1 四三1 四01 四 ー • 五

／］、 ［ 五七1 六〇I＿ 五八 • 五

8、 全 餌 料 の 組 成

一六魚種に よ つて撮取される全餌料の組成は 第十三表の 如 く である。

之 を 求める方法として は一餌料を描取する魚族の 種類敷と、全餌料が魚

族の全種類に よ つて描取される其の綿藪との比率を算出した。 此の方法

は適切と云ふを得ないが大略の傾向を窺ふに 足 り るものであ ら う 。

第 十 三表 全 餌 料 の 組 成

類 別 l 比 李 （％） 

魚 類 I I8 

貝 類 l ， 
ホ棲昆虫 の成虫期以外の も の I 27 

甲 殻 類 I 22 

砕 屑 植 物 I I6  

其 の 他 I 8 

9、 餌料上 の 相互 闊 係

琵琶湖の重嬰魚族が餌料 上 に 於て 如何なる闘係を相互に 有して 居るか
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を 究明するには先 づ夫れ等魚族の ヒ要棲．息也 た 砒て考慮すべ きである。

i没棲．g位とは在卵閉、成は一時的の棲 、0、 出 を 除いた周 年 を 通じて屯

とし て 棲息する場所である。

佃料 l：の 柑 出闘係は i:要棲．い場 を 楳にする魚族1) 間には1f在せ すし て

之 を 同 じ くする二種以上の魚族のIiIIに於て始めて 登 生する宍 である。 故

に Jltの 闘 係 を 求 めるに は始めに重要魚族 を朽 凄棲悲均の如何によつて若

干の 群 IC 分 ち、二槌以 I:の魚族1)属する各群に 就て夫れ 等各魚種の季締

月lj主餌料 を 封比吟味すれば よ いことに なる。

,.t ( 1 ) 脳1系 と いふ訊は決然 と し て屈 る が本』査施行の 目 的か ら みれ ば此の間は各

魚種が相互1こ如何な る 程度の茄‘Pを 油 じ て｝、9:. る か ） 挽 、了 す れば其の序掠の程1Jf

の大I)ヽ と いふ こ と に な る 。

調ft魚種 を 其 等のOO形に従ひ、大 ・ 中 ・ 小及稚の四群に 分けたことは

既述の泊りであるが、和 互靱係は 此の 中 の 大形魚群に 就てのみ求めるこ

と .I. した。 そ れは他の忙形魚群 に 就て も 同 様に行ふことは徒らに全閤の

結果が祖維にた り却つ て 明瞭 を 訣 く ことになると推 祉したが腐である。

各魚師 を 相要棲息、揖別とするには其の分ける岱の擦準 を 定めて四 く 必

嬰がある。 絃では水平 、 唯 立の分布 と 、 外 に 底質との三者 を採ること 上

した。

要魚族 の棲息場による分類は第 1 • 四 の如 く である。

第 十四 表 棲 息 均 に よ る 分 類

.,,,. 

亀• 

9-
中
府
魚

垂
“

沖 合 魚

( 20 米以深）
A 群

マ ス

ウ グ ヒ

I 亜 �lt ft 魚＿ 1 沿 ＿ 粋 魚

I」、: -20 4；ニー心 ゜ ―勺
コ ア : | ワ、 夕 ；
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D 群 り

砂
ヒ カ・ ヒ

府 ヒ ガ ヒ
礫 ス コ・ モ ロ コ

分 R 群 I 1.; 群 H 群
ノ＇ 、 砂 コ ヒ泥 ホ ソ モ ロ コ マ ル プ ナ又 l:: ラ プ ナ ギ ギJヽ

ィ サ ザ ナ マ ズ泥 ウ ナ ギ

診ヽ 註 （一） 中層魚I!底屈魚 に 到す る 語で全水肝の 中位 を 意味す る も の で は な い 。

（ 二） ヒ ガ ヒ の主要棲息場 I! 亜沿作 と 沿作 と の 雨部であ る の で本種 のみ此の雨

部 に 夫 々 記入 し た 。

（ 三） ＊ ソ モ ロ コ の主要棲息場に 脳 し て は 朋瞭で は な い 、 然 し本魚種は産卵の

伐 l こ 糊｝加の 浅所に 末湘 し て 漁猥 さ れ る 四 • 五 月 の 頃 を 除 け ば、 他 11 1ー一 月 か ら

三 月 末に 至 る 間湖の深底部で主 と し て 漁殺 さ れ る の で 、 残 り 五 ヶ 月 間 の 棲息揚

の如何は 別 と し て も 兎 も 角底府魚 と し て 取 り 扱つ て も 不可 は な い 如 く であ る 。

本回の調査の結果では 冬季以外の三季
節

の 主餅料が動勃性浮悌生物で は あ る

が 、 此の事は底府魚であ る 事に 対 し 対 し格別 の矛盾 を 来す も の で は な い と 思 I!

れ る 。

． • 
，

 

表 に 見 ら れ る 各群は 棲息場の 貼か ら 相互に競争者 と な り 得な い こ と は

明瞭であ る 。

従 つ て 二種以上の魚族 を 凪せ し め る A C D F H の 各群に 就 き 群月lj に 同

一群内の魚種間 に 於 け る 相 互 鰈 係 を 次の 第十五表、 第十六表 を 基 と して

考 察 す れ ば 左 の 如 く で あ る 。
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魚名 季節I 
コ ア ユ

第十五表 大 形， 魚 群 の 主『餌 料

． 贔 ， ー ・ ＾ ， T"I. . 言で、 ，

第十六表 大形魚群の季節811主餌料

春 I 夏 I 秋 I 
大、 砕屑 と 藻類 産卵前

冬

砕屑 と 藻類動物性浮滸生物 小 ． 動物畠 動物性浮湘生物
浮 物 産卵後、 砂 粒

マ ス l 魚 類 I 魚 類 I 魚 類 l 魚 類
ガ ソ マ ル ス

且 類 貝 類 且 類 貝 類
水棲

期
昆
以 外

虫 の成虫 水棲昆虫の成虫 水棲昆虫 の成虫
コ ヒ 期以 の も の 期以外の も の 期以外の も の

砕 屑 沈水植物
砕 屑
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“
 

ヒ ラ プ ナ 1 砕屑 と 藻烈 1 砕昼塁隼1 ? |_砕...!rL迂堕L
励わ性浮i作生杓 動杓性浮油生わ 勁杓性浮滸生物 動物性浮滸生物

マ ル プ ナ 砕屑 と 深類 砕屑 と 藻類 砕屑 と 藻類 砕屑 と 藻類
紐1題 の 成 虫 ホ棲比虫 の成虫

期以外の も の 期以外の も の

ウ グ ヒ
｀；言

杓性浮iht生fり1勁物性浮l肱生物 ガ ン マ ル ス

ヒ ガ ヒ 1閾謡訳磨
虫

1喘闘訳麿
虫1裔謡訳唸

虫1閾盟訳恩
虫

且 類

＾ へ
1
揺認 守 謡鯰寄 闘農訳麿

虫

1
認認守

沈 水 植 位 砕屑 と 藻類

魚 類 魚 類 魚 類 魚 類

.,、
ス

1腐罪訳唸
虫I砂J杓性浮lii•生物 I 

＊ ン モ ロ コ 1動物性浮l胆恥岨隣浮i紗生物1勁物性浮曲生物1 ガ ソ マ ル ス

Jt 烈 ガ ン マ ル ス
ス ゴ モ ロ コ 水棲祝 虫 の 成虫

？ 

エ ビ
期以外の も の 水棲根虫 の成 虫

期以外の も の

ワ ク カ 1一沈 水 h（（ 物 口： 水 杭 物 1 沈 水 杭 怜 l ? 

イ サ ザ 1亨笠I ：

類

ヒ• I
ガ ノ マ ル ス

1
ガ ン マ ル ス

ギ ギ 戸：h農 t!]闘ね 守 認比 守

ナ マ ッ・ 1
: :レ ：

：
類

ビ ？ 

| ? 1 魚 類 l 

？
 

ウ ナ ギ ）

？

 
？

 

註 r魚類」 の種類 マ ス の揚合に は イ サザ
.,、 ス �，， コ ヒ 科、 ハ ゼ科、 コ ア ュ 、 ヒ ウ ヲ
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イ サザ
ナ マ ヅ
ウナギ

ク

ク

ク

イ サザ
コ ヒ科、 Jヽ ゼ科
コ ヒ科

第 十五表は相闊の概略を示すもので詳細は第十六表に 隕るを要する。

尚、第十六表中の 「砕屑と躁頴」 と 「砕肘」 と は 第十五表で は 一つ に 纏

めて 「砕屑と藻類」 として記載し、 コ ア ュの 「砂粒」 は 之を除外 した。

A 群

附魚植はガン マ ル スを共通にする屈で相互に競争者ではあるが、本餌

料 を 主餌料とするのは マ スでは 夏季のみであ り 、 ウ グ ヒ で は 之に 反 し春

冬の二季である。 且、雨魚種を通 じガン マ ル スのみが主餌料と して1i•し

得るのは ウ グ ヒ の冬季に限られ、他の季節に はガン マ ル ス 以 外の餌料が

主餌料 と して揖収されて居るヽ 是等から考へると 雨魚種間の底擦は徴少

である。

尚、マ ス カ注要棲，息掲を異に する イ サ ザをt餌料とする研寅は イ サザ

の生態研究 上 留意すべきであら う 。

B 群

雨魚種はガン マ ル スを共通 にする屈で相互に 競争者である、而して冬

季に於て は 雨魚種の何れもが 本餌料をのみ七餌料と して居る、然 し乍ら

ホ ン モ ロ コ が 他季節にて は全然之を中餅料とせざること及び イ サザが 春

秋の二季節 に は他 に 各一餌料を主餌料となして居るこ と 等 よ り 考へる と

雨魚種間の序熙は 左捏多大ではない。

C 群

雨魚種は動物性浮湘生物を共通に する貼で相互 に競争者であ る。 然し

ハ スが本餌料を主餌料とするのは 夏季のみで此の季節に於て は コ ア ユ 中

の大形魚群は 既に 轄 じて 「砕屑と藻類」 を＊餌料とする故雨魚樋間の隈
( 72 )  
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擦は徴小で あ る 。

然 し乍 ら ハ ス が コ ア ユ の 成魚 及び ヒ ウ ヲ 時代の幼魚 を 主餌料の 一つ と

す る 黙か ら み る と ハ ス は コ ア ユ に と つて 恐 る ぺ き 出敵手であ り 、 従つて

餌料上の競争者 と して の 如 何は 問題 と な し 得 な い も ので あ ら う 。

D 群

雨魚種は貝類、 「水棲昆虫 の 成虫明 以外の も の 」 を 共通 に す る 屈 て 相

互 に 競争 者で あ る が 貝類の撮取季節に は 雨魚種の 間 に 夏季 と 秋季 と の相

違があ り 、 ス ゴ モ ロ コ が 「水桜昆 虫 の 成 虫 期 以外の も の」 を 主餌料 と す

る の が 、 ヒ ガ ヒ の 如 く 周年に 互 ら す且 ス ゴモ ロ コ は 前記二生物以外 に エ

ピ 、 ガ ン マ ル ス を 主餌料 と す る 等の 諸鮎か ら 考へ る と 雨魚糧間の摩擦は

Ii.程多大では な い。

F 群

雨異種は沈水植物 を 共通 に す る 貼で相互に競争者では あ る が 、 ハ ヘが

本餌料 と 揖取す る の は 秋季のみ で あ り 且＾ へ は こ れ 以外に 周年 を 通 じ て

「水接昆虫 の 成 虫 朋 以 外の も の」 を 、 更 に 冬季に は 「碑屑 と 藻類 」 を 主

餌料 と す る 第賓か ら 考へ る と 、 雨魚種間の摩擦は 微小で あ る 。

H 群

コ ヒ は 「水棲昆 虫 の 成虫期以外の も の」 及び 「砕屑 と 藻類」 を 共通に

す る 鮎で マ ル プ ナ と 相互 に 競争者であ る 。 此の 二餌料 中 前者は コ ヒ に よ

つ て は 春夏冬の 三季節、 マ ル プ ナ に よ つて は 春冬の 二季節に縦取 さ れ

冬の二季節1こ 於 て 此の 雨魚種は 衝突 を 来 し て 居 る 。 後者 は コ ヒ に よ つて

は夏冬の 二季節、 マ ル プ ナ に よ つて は 周年磁取 さ れ夏冬の二季節 に於て

用魚種 は 再び衝突 と 来 して 居 る 。

然 し 乍 ら 以上の二餌料の他に 、 周 年 に 亘 り コ ヒ は 貝 類 を 、 マ ル プ ナ は
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動物性浮滸生物を主餌料と し、 コヒは更に 冬季に 限つてではあるが沈水

植物 と も嬌取して居る。 こ れ 埒の諸貼から岩へると雨魚種間の廃擦は左

程 多 大ではな い。

コ ヒは又、 「 水棲昆虫の成虫期以外のもの」 を共通に する屈でギギと

も相 互 に 競争者である。 本餌料は前記の 如 く コヒによつては春夏冬の三

季節を、而してギギに よつては周 年振取せられて居る。 然 し コヒは他 に

貝類を周年に 亘り、 更に 「砕肘と藻類」 を瓦冬の二季節に、 加へて冬季

に沈水植物をも抵取 し 、 ギギ も 反季に エ ピを揖取して居る等の誰駄から

考へると雨魚種間の底擦は左程 多大ではない。

附 コl:: 科の魚朕中 、 成魚の種形の小な る も の は ナ マヅ、 ウ ナ ギの 餌料 と な る が

既に 大形の域に逹 し たコl:: 、 マルブ ナ は稀有の塔合 を 除 け ば餌料 と はな り 得な

い も の と 思料す る 。

マ ルプ ナ は 「水棲昆 虫の成 虫 明 以外の も の」 を共通に する鮎で ギ ギ と

相互に競争者である。 然しギギが本餌料を周 年抵取するに反し、 マル プ

ナ は春冬の 二季節に止り、 且 マ ル プ ナ は他 に 周 年 に 亘り動物性浮滸生物

「碑屑と藻類 」 の二種を揖取し更に ギギが夏 季に 於てのみではあるがエ

ビ を指取する等の諸黙から考へると雨 異種間の摩掠は微小である。

ギギはエ ピ と 共 通に する貼でナ マ ズと相互に競争者である。 ナ マ ズの

主餌料は春夏の二季節のみ判明して居るに過 ぎないが然し此の二季節に

於てさ へ、 エ ビ以外に魚類が此の二季節の何れ に あ つても主餌料として

存 在 し春季に は ア セ ル ス が更 に追加 さ れて居る。 ギギがエ ビを主餌料と

するのは夏季Dみに 止められ 他 に 「水棲昆虫の成虫期以外のもの」 が周

年を通 じ主餌料とな つて居る。 以上よりみると雨魚橿間の摩擦は微小で
ある。

ナ マ ヅはコ ヒ 科魚類を共通 に する屈で ウ ナ ギと相互に 競争者であ る 。
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ウ ナ ギの主餌料の判明 して屈 る のは 僅 か に 秋季のみ で あ る に 反 し ナ マ ズ

は 此の秋季の主餌料が不明で あ る 。 故 Iこ こ れ 等 を 以て し て は 何等の 断定

を も な し得 な い 筈 で は あ る 。 然 し乍 ら 器水産試験揖 に 於 け る 既往の調布

の 成績等か ら 推董す る と 雨魚橿間の摩擦は多大 な る が如 く 寮せ ら れ る 。

以 上夫 々 の 結 果 を 取 り 纏め二魚種間 に 於 け る 競争者 と して の 朕擦の 大

小 を 一括す る と 左 の如 く に し て 之が 求む る 餌料上の相互躁係の究極の も

の で あ る 。

（一） 多大な る も の 「 ナ マ ズ、 ウ ナ ギ」

（二） 中程度た る も の 「 ヒ カ・ ヒ 、 ス ゴモ ロ コ 」 「 コ ヒ 、 マ ル プ ナ」 「 コ

ヒ 、 ギ ギ」 「 ホ ン モ ロ コ 、 イ サ ザ」

（ 三 ） 微小た る も の 「 マ ス 、 ウ グ ヒ 」 「 ハ ス 、 コ ア ユ」 「＾ へ 、 ワ タ

カ」 「マ ル プ ナ 、 ギ ギ 」 「 ナ マ ズ、 ナ マ ズ」

（四 ） 害敵 と な る も の （括弧内は害敵手） 「 コ ア ュ （＾ ス ）」 「 イ サ ザ

（ マ ス ）」

以 上の 結果のみか ら 考へ る と 、 推定の も の を 除け ば湖産の 頂要魚族は

相互の間 に 甚だ し い餌料上の摩擦 を 有 し て は居 ら ぬ こ と .1. な り 幾分奇異

の 感 D 生す る も のが あ る 。 然 し乍 ら 此の 靡擦の 多 大 な ら ざ る こ と も 、 琵

琶湖生成 以来の 長年 月 の 間 、 環境 と 競争者 と に 打 ち 勝つて 十 六 魚種が今

B 湖に 於 け る 頂要魚族 と し て の 位屈 を 確保 し て 居 る 祁責に 鑑み る と 又首

肯 に 償す る が如 く に も 思 は れ る 。

10、 湖 中 に 於 け る 餌料の 循環
前 章で記述 し た餌料上の相 互闘係は 其の性質か ら み て 之 を 直接的 な も

の と い ふ軍が出来、 他 に 今 一 つ間接的た も のが考へ ら れ る っ 間接的相互

関係は換言すれ ば湖中 に 於 け る 餌料物質の循環で あ る 。
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此の種の循咬に就て は 慨牲 に 於て 幾 多 の 研究報告の登表が あ り 今 更絃

に笠届す る の要は な い も の と も 思は れ る 。 然 し乍 ら 一水域 に 祓息す る 魚

族中の 重要種類1)主餌料が明呪 と な つた 上で之が循取 を 求 め た の は 見営

ら な い ので絃に記す る 次 第で あ る 。 尚説明 は 行略 して 固面に 攘 る こ と L

す る 。

註 （ （） 底棲 輌芥推勁檜の何科l : 99 し て 1 t 'L'ol!'er S outh Ray, N ipigon Tnke 

大沼小沼専菜沼の調査に 櫨 る 所が多い。 ， — 

｀
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第一圏 湖中 に於 け る 餌料の循環

大 肥 美 誦

ヽ 水 中 洛 存榮養分

-----」

ー
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I rt (-) 大形魚類、 成魚が餌料と はな り 得な い も の 、 喰要魚朕中 、 コ ア ユ 、 イ サ

ザ以外は総て之1こ偽す る 。

（二） 小形魚類、 成魚 も 亦餌料とな り 得 る も の 、 重要魚族中 では コ ア ュ 、 イ サ

ザが之1こ 周す る 。

（三） 底棲無芥推動物、 且類、 エ ピ類、 ア セル ス 、 ガ ソ マ ル ス、 水棲比虫の成

虫期以外の も の、 糸 虻蛤I類等が之 に 麗 す る 。

（四） 小形底棲無芥推動物 、 前記の各生物群中の小形な る も の 、 例へば搭蚊科

に 麗す る も の或は各生物群に 属す る 生位の幼年期の も の等であ る 。

各生物の生命消失後はそ れ等の遺骸は湖底に沈積して砕屑と化し、 更

に分解して湖底質と共に水中に溶存し繁蓑分を供給する根元の一半とた

る も ので ある。

園示の如 く 餌料各種は相互に密接なる関係を有する も の故、 ー餌料に

生ナる量的雙化は直 ち に全餌料に酎し大小の差 こ そ あれ影響する所のあ

るべき 笞である。 それ 故に天然水域に 於ける魚族の数羹に輿ふる人猛的

の雙化に関しては事前に充分たる考慮をた す こ とが緊妻で あら う 。

(1) Tower S outh B ay （ ア メ リ カ 合衆國 Oneida 'l'ake の一部）

(2) C lemens, W. A . , J. R. Dymond and N. K. Begclow 1924 Food 

studies of take Nipigon: Fishes. Publications of the Ontario Fisheries 

Research Taboratory No. 25 p 103→65 

(3) 北梅逍水産試験揚、 ホ住逍査輯告 第二十一冊 四一頁

ャ ・

｀
 

1 ] 、 消 化 管 長
魚橿91Jに全長 と 消化管長 （咽喉より肛門に至る） との比 を 求めた、 結

果は第十七表の如 く で ある。

供試魚の11形は各魚樋共種 バ雑多である。
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消 化 管 長
第 十 七表 全 長

魚 種 名 ：

マ

1

::t I �・ マ：・ ウグ:1JJ l � 1 : 1
イ

サ

ギ

I : : ュ ス 1 ヒ ナ 主 竺 ヒ ヘ 王— ::t ::t ・ カ ．竺 ギ ス・ ギ

比 字 1。• 71。 8| 1 •5い1.」。 b|。口にI。 7|0 5|。6| 1 •40 6し。1。. ,I。5

供 試 尾 薮 1 18| 40 46| 871 ,4| 36l 33| 301 351 34| 』 34 17| 3 9  2 1 1 , 

｀‘ ヽ こ れ に よ る と 「 砕肘 と 躁類 」、 悴 肘 、 沈 IK 植物等 を 主餌料 と す る 魚種

の 消 化管長は全長 よ り 造かに 長大であ る こ と が判 り 、 主餌料の種顛 と 消

化符長 と の開係 を 窺知 し 得 る 。

五、 摘 要
（ 一） 琵区湖産魚族四〇餘樋 中 、 産業的 慨値の大な る 下記一六樋に就て

季節BIJ 、 開形BIJ tc 天然餌料 と 調査 し て 各 々 の 主餌料 を 決定 し之 を 基 と し

て 餌料上の相互闘係 を 求め た 。

（ 二） 一六種 と は コ ア ュ 、 マ ス 、 コ ヒ 、 ヒ ラ プ ナ 、 マ ル プ ナ 、 ウ グ ヒ 、

ヒ ガ ヒ 、 ハ ヘ 、 ハ ス 、 ホ ン モ ロ コ 、 ス ゴ モ ロ コ 、 ワ ク カ 、 イ サ ザ 、 ギ ギ

ナ マ ズ、 ウ ナ ギ で あ る 。

（三） 調査用の 魚族は 主 と して依韻 方法 に よ り 採集 した 。 採集尾敷綿計

9 は 四 四 九〇尾、 此の内の試料採取尾数は一）し七 九尾で 前者の 四 四 ％ に 朕

裳す る 。

（四） 主餌料は 主 と して 餌料各種の 「 魚阻に於け る 存在李」 と 「魚恒 に

於 け る 主餌料 と し て の 存 任率 と に 基い て 決定 した。

（ 五） 種類BlJ、 開形BIJ 、 季節別の主餌料は 「主餌料」 の項に記載の通 り

で あ る 。
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（ 六） マ ス 及び雌雄何れか一方の採集尾数不足の為の六魚種 （ コ ヒ、 ホ

ン モ ロ コ、 ワ ク カ、 イ サザ、ギ ギ、ナ マ ズ） を除け ば他魚種は綿て、産

卵期に於てさへ も 雌堆の主 餌料は全く同様である。

（ 七） 一六魚種 中、主餌料上に於て相互関係 を褻生するのは 一 四魚種で

ある。相 互闘係を相互間の摩擦と換言すれば鹿擦の多大たるは 「 ナ マ ズ

と ウ ナ ギ」 の二組で他は其の程度が 左程多大でないか、成は微小 に 止る

ものである。

（八） 魚族が他魚族に よ り 食害を 受 くる最大橙形は大略全長ー0糎であ

る。

（ 九） 消化管の長さは 魚族の種類に よ つて著るし く 相違する。即ち全畏

との比李を 求めた結果、 ヒ ラ プ ナの四 • 八 倍が最大で ホ ン モ ロ コ 、 ウ ナ

ギの0 • 五 倍が最小で餌料との開係が窺はれる。

(1 0) ヒ ラ プナと マ ル プ ナとは 消化管長並びに主餌料に於て其の間に 多

大の 差異の 存 するを認め得る。
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凡 例

Pl・ ア ュ Plecoglossus altivelis 

On. ビ ワ マ ス 0flcorhynchus rhodurus 

()y. コ ヒ Cyprinus carpio 

Ca. フ ナ C irassius auratus 

T. ウ グ ヒ TriboloJon h,kuensis 

s. ヒ ヵ
今 ヒ S,rcocheilichthys variega tus 

z. オ ヒ カ ワ Z1.cco platypus 

0p. ^ ス Ops,riichthys uncirostris 

G. C・ ホ ン モ ロ コ Gin thopogon caerulescens 

G. b． ス コ・ モ ロ コ Gn:tthopogon biwae 

I. ワ ク 力 Ishikauia steenackeri 

Ch. ィ ナ サ・ Chacnogobius is1.1.;i ヽ
Pe. ギ ギ Pelteo1ngrus uncliceps 

Pa. ナ マ ス・ Panヽi lurus 1sotu. 

A. ウ ナ ギ Angui l la japonic:i 
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